
1

木
下
杢
太
郎（
太
田
正
雄
）の
留
学
日
記

福

田

秀

一

一

大
正
十
年
五
月
か
ら
十
三
年
九
月
ま
で
ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
私
費
留
学
し

た
木
下
杢
太
郎（
太
田
正
雄
）の
留
学
中
の
日
記
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
『
木
下

杢
太
郎
日
記 

第
二
巻
』（
岩
波
書
店
・
一
九
八
○
、
以
下
こ
の
活
字
本
は
『
日
記
』

と
略
記
す
る
）に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

1
、﹇
大
正
十
年
日
記
﹈
そ
の
五
月
二
十
六
日
（
以
下
、
五
・
26
の
よ
う
に

略
記
す
る
こ
と
が
あ
る
）
の
前
に V

oyage 

と
あ
る

部
分
以
降
。
な
お
角
括
弧
は
原
本
に
無
い
表
題
を

『
日
記
』
が
補
っ
た
も
の
。
以
下
も
同
じ
。

2
、﹇
欧
米
日
記
一

大
正
十
年
﹈

3
、﹇
欧
米
日
記
二

大
正
十
一
年
﹈

4
、﹇
欧
米
日
記
三

大
正
十
二
年
―
大
正
十
三
年
﹈

5
、﹇
欧
米
日
記
四

大
正
十
三
年
﹈

6
、﹇
四
月
巴
里
﹈

7
、﹇E

spagne M
adrid

﹈
こ
の
表
題
は
、
用
紙
を
四
つ
折
り
に
し
て
入
れ
た

封
筒
の
表
に
記
さ
れ
て
い
る
。

8
、
七
月
巴
里

そ
し
て
こ
れ
ら
は
、『
県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館
収
蔵
文
庫
目
録 

4
木
下
杢
太
郎
文

庫
目
録
』（
神
奈
川
文
学
振
興
会
編
刊
・
一
九
八
八
）の
「
そ
の
他
の
資
料
／
日
記
」

（
三
七
頁
）に

q

大
九
・
一
二
・
一
八
〜
一
○
・
一
二
・
二
六 

一
冊

w

大
一
○
・
五
・
二
七
〜
一
二
・
二
五 

一
束（
七
八
枚
）

e

大
一
一
・
一
・
六
〜
一
二
・
六 

一
束（
七
七
枚
）

r

大
一
二
・
一
・
五
〜
一
三
・
五
・
二
九 

一
束（
九
五
枚
）

t

大
一
三
・
一
・
一
〜
三
・
二
八
、
七
・
二
○
〜
八
・
七 

ノ
ー
ト
一
冊

と
あ
る（
原
文
横
書
、
算
用
数
字
）の
に
該
当
す
る
。
す
な
わ
ち
、
q
は
1
の
後
半
、

w 

は
2
、
e 

は
3
、
r 

は
4
、
そ
し
て 

t 

は
5
と
8
と（
こ
の
二
つ
は
同
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2

木下杢太郎（太田正雄）の留学日記

じ
ノ
ー
ト
に
一
続
き
に
記
さ
れ
て
い
る
）に
、
そ
れ
ぞ
れ
ほ
と
ん
ど
相
当
す
る（
次
の

表
を
見
れ
ば
首
尾
に
僅
か
な
相
違
を
有
す
る
年
の
あ
る
の
に
気
づ
く
が
、
今
は
無
視

す
る
）。
な
お
6
・
7
は
『
日
記
』
の
「
後
記
」
で
は
5
に
付
説
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
所
在
不
明
で
出
納
さ
れ
な
い
と
、「
木
下
杢
太
郎（
太
田
正
雄
）「
欧
米
日

記
」
の
成
立
」（
本
紀
要
前
号
、
以
下
「
前
稿
」
と
呼
ぶ
）の
第
三
節
に
述
べ
た
。
と

こ
ろ
が 

7
は
、
そ
の
後
訪
館
し
て
閲
覧
し
た
際
に
他
の
年
代
の
ノ
ー
ト
に
紛
れ
て

い
た
の
を
発
見
し
、
今
で
は
「
後
記
」
に
言
う
通
り 

t 

に
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、  

1
と
5
・
7
・
8 （
そ
れ
に
未
見
の
6
も
）の
計
五
篇
は
当
時
の
日
々

の
記
で
あ
る
が
、
2
〜
4
は
中
に
当
時
の
記
を
含
む
も
の
の
、
全
体
と
し
て
後
年

（
昭
和
十
年
代
の
後
半
）
の
編
集
に
な
る
こ
と
も
、
前
稿
で
精
し
く
考
証
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。  

そ
の
折
、
そ
の
編
集
が
行
わ
れ
た
の
は
「
昭
和
十
年
代
の
中
葉
か
」

と
し
た
が
、  ﹇
二
﹈の
台
紙
に
映
画
「
小
島
の
春
」
の
批
評
の
下
書
の
一
部
が
使
わ

れ
て
い
る
事
実
か
ら
、
同
十
五
年
の
夏
頃
と
絞
っ
て
も
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
日
記

を
「M

. O
T

A

」  

の
私
製
二
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
、
原
則
と
し
て
一
枚
に
一
日
を
書

い
て
綴
じ
ず
に
お
く
方
式
は
、『
日
記
』
第
三
巻
に
収
め
る
昭
和
八
年
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

前
稿
に
述
べ
た
よ
う
に
、
2
〜
4
に
は
、
A 

そ
の
日
の
記
、
B 

そ
の
日
に
レ
ス

ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
や
劇
場
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
書
き
付
け
た
も
の
、
C 

そ
の

日
の
書
信
、
D 

後
年
の
記
と
、
そ
れ
ぞ
れ
認
め
ら
れ
る
も
の
が
混
在
し
て
い
る
。

そ
し
て 

B 

は
ほ
と
ん
ど 

A 

と
同
等
に
見
な
し
て
よ
い
が
、
C 

は
そ
れ
ら
と
全
く

同
じ
と
は
言
え
な
い（
同
じ
な
ら
日
記
と
し
て
手
許
に
残
す
筈
で
あ
る
）し
、
特
に

D 

の
読
解
に
は
注
意
を
要
す
る
。

そ
う
し
た
点
を
考
え
る
た
め
に
、
先
ず 

A
〜
D 

に
分
類
し
た
日
付
の
一
覧
表
を

掲
げ
る
。
1
及
び
5
〜
8
は
す
べ
て 

A 

で
あ
る
か
ら
そ
の
点
で
は
表
示
す
る
ま

で
も
な
い
が
、
1
は
2
と
期
間
が
重
な
り
な
が
ら
日
付
が
出
入
り
し
て
い
て
、
そ

の
状
況
を
見
る
の
も
有
益
で
あ
ろ
う
し
、
5
以
下
は
記
す
月
日
も
多
く
な
い
の
で

そ
の
実
情
を
示
す
こ
と
も
必
要
と
考
え
て
、
そ
れ
ら
も
表
に
含
め
た
。

こ
の
表
の
2
〜
4
の
部
分
で
は
、『
日
記
』
が
有
す
る
記
事
の
日
付
を
一
々
全

部
挙
げ
、
中
間
を
「
〜
」
と
略
す
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
中
点（
・
）は
月
日

の
区
切
り
を
示
す
他
に
、
一
枚
の
用
紙
に
書
か
れ
ま
た
は
台
紙
に
貼
ら
れ
た
複
数
の

日
の
境
を
示
す
の
に
用
い
、
用
紙
・
台
紙（
多
く
は
同
じ
用
箋
）が
改
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
読
点
で
示
し
た
。
A 

欄
に
一
字
下
げ
て
い
く
つ
か
記
し
た
地
名
や
国
名
は
、

『
日
記
』
に
立
て
ら
れ
て
い
る
区
切
り（
お
よ
び
そ
れ
に
準
じ
て
立
て
た
も
の
）で
あ

る
。

二

こ
の
表
に
区
切
り
と
し
て
記
さ
れ
た
地
名
や
国
名
を
見
れ
ば
、
杢
太
郎
の
米
欧
留

学
の
行
程
や
滞
在
地
は
大
凡
見
当
が
つ
く
が
、
そ
の
要
点
を
見
る
た
め
に
、『
全
集
』

（
一
九
八
○
年
代
の
新
版
）第
二
十
五
巻
付
載
の
「
年
譜
」（
長
男
河
合
正
一
氏
編
）

か
ら
差
当
り
不
要
な
記
事
を
省
き
、
月
ご
と
に
改
行
す
る
な
ど
若
干
の
体
裁
変
更
を

加
え
て
示
せ
ば
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

大
正
十
年（
一
九
二
一
）
三
六
歳（
注
、
誕
生
日
＝
八
月
一
日
に
お
け
る
満
年

齢
）

（
1
）
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3

A （
当
日
の
記
）

1
﹇
大
正
十
年
日
記
﹈

一
・
4
〜
四
・
28（
今
、
省
略
）

V
oyage

五
・
26
〜
31

六
・
1
〜
6
、
9
、
14
〜
16
、
19
〜
30

七
・
5
、
6
、
10
〜
13
、
19

九
・
13
〜
16

Paris

十
一
・
9
〜
30

十
二
・
1
〜
26

2
﹇
欧
米
日
記

一

大
正
十
年
﹈

ア
メ
リ
カ

五
・
27

六
・
7（
書
簡
体
）

大
西
洋
／
英
国

仏
蘭
西

十
・
27
・
28
、
29（
そ
の
一
）、
30（
そ
の
一
）・
31（
〃
）

B （
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
）

七
・
21
、
23
、
24（
そ

の
一
）、（
そ
の
二
実
は

25
）、
25
・
26
・
28

八
・
10（
そ
の
一
）、
17

九
・
29

十
・
26（
そ
の
二
）、  

29

（
そ
の
二
）、﹇
日
付
不

明
﹈

十
一
・
11
？

C （
書
信
）

六
・
15

十
・
10

D （
後
年
の
記
）

六
・
9
・
10
・
13
、
11
、
12
、
14
、
16
・
17
、
19
・
20
・
21
・
22
、
23
・

25
・
26
、
28

七
・
4
、
5
、
6
、
7
、
12
、
14
、
15
、
16
・
20
、
29

八
・
1
、
3
、
10（
そ
の
二
）、
14
・
15

九
・
2
、
13
、
22
、
27

十
・
18
、
25

十
・
26（
そ
の
一
）、
30（
そ
の
二
）、
31（
〃
）

十
一
・
1
（
そ
の
一
）、（
そ
の
二
）・
2
、
3
・
4（
そ
の
一
）、（
そ
の

二
）、
8
、
10
、D

ate (?)

、
27

十
二
・
11
、
15
、
19
、
20
、
22
、
25
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4

木下杢太郎（太田正雄）の留学日記

3
﹇
欧
米
日
記 

二

大
正
十
一
年
﹈

六
・
16

七
・
﹇
17
・
18（
そ
の
二
）・
19
・
20
・
21
﹈（
こ
の
部
分
、
現
在
不
見
）

八
・
1（
ス
ケ
ッ
チ
）

九
・
13（
そ
の
二
）

﹇
伯
林
﹈

14
（
記
事
）、
15
、
16
、
17（
記
事
）、
18（
そ
の
一
）、
20
、
22 （
そ
の
二
）

十
・
6
、
7
―
8
、
9
、
10

パ
リ
・
リ
ヨ
ン
（
注
、
原
文
に
な
い
が
、
今
補
う
）

﹇
22
﹈、
25

十
一
・
5
、
6
、
11
、
12
、
13（
異
国
）

4
﹇
欧
米
日
記

三

大
正
十
二
年
―
大
正
十
三
年
﹈

イ
タ
リ
ア

フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア（
注
、 

原
文
に
な
い
が
、 

今
補
う
）

一
・
6
、
19
、
20
・
21
・
22
、
23
・
24
・
25
、
26（
そ
の
一
）・
27
、
28
・

29
・
30
、
31

二
・
25
、
26

三
・
1
、
9
、
24

四
・
22
、
24
、
27
・
29

五
・
16
、
17
・
18
、
19
、
22
、
24
、
28
、
29
・
30
・
31

六
・
1
、
2
、
11
、
26
・
27
・
29

七
・
16
・
18

八
・
1（
日
付
の
み
）、
11
、
30

九
・
13（
そ
の
一
）・

14（
日
付
と
地
名
）、
16（
末
行
と
絵
）、
17（
手
帖
）、
18（
そ
の
二
）・
19
、

21
・
22（
そ
の
一
）、
24
・
23

十
・
13

十
一
・
7

十
二
・
4
、
6

一
・
5（
そ
の
一
）、（
そ
の
二
）・
9
・
10
・
11

12
、
14
、
16
、
18
、
31

二
・
3
、
10
、
12
、
13
、
14
、
15
、
16
、
17
、
18
、
19
、
20
、
21
、
22
、

23
、
24
、
25
、
26
、
27
、
28

三
・
1
、
2
、
29（
そ
の
一
）、
30
、
31

四
・
1
、
2
、
3
、
4
、
5
、
6
、
7
、
8
、
9
、
10
、
11

16
七
・
16
・
18
・
23

一
・
16

三
・
29（
そ
の
二
）

四
・
24

七
・ 

2
、 

同
、 

4
、 

9
、 

27

一
・
26
（
そ

の
二
）

四
・
8

七
・
廿 

X

A （
当
日
の
記
）

B （
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
）

C （
書
信
）

D （
後
年
の
記
）
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5

A （
当
日
の
記
）

B （
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
）

C （
書
信
）

D （
後
年
の
記
）

八
・
21

十
一
・
30

パ
リ（
注
、
同
前
）

二
・
21
―
19

三
・
20（
19
を
書
い
た
用
箋
に
貼
る
）

五
・
8（
そ
の
一
）、
9

七
・
8

5
﹇
欧
米
日
記

四

大
正
十
三
年
﹈

一
・
6
〜
31

二
・
1
〜
27

三
・
1
〜
28
・﹇
月
日
不
明
﹈

6
﹇
四
月
巴
里
﹈（
注
、
こ
の
題
名
は
活
字
本
「
後
記
」
に
よ
る
。
前
稿
七

頁
下
段
参
照
）

四
・
9
〜
13

7
﹇E

spagne M
adrid

﹈（
注
、
同
前
）

五
・
31
〜
六
・
3

8
七
月
巴
里

七
・
20
、
27
、
八
・
4
、
7

十
二
・
27

八
・
31

一
・
18

八
・
3
、
6

十
二
・
24
、
28
・
29

一
・
1
・
3
、
4
・
5
、
14
、
29

二
・
1
・
4
、
14
・
15
・
16
、
二
月

三
・
19

五
・
8（
そ
の
二
）、
22（
そ
の
一
）・（
そ
の
二
）、
25
、
27
、
28
、
29

(234)
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木下杢太郎（太田正雄）の留学日記

五
月
末
（
注
、
二
十
七
日
）
諏
訪
丸
に
て
横
浜
発
、
欧
米
留
学
に
向
う
。

六
月
九
日

シ
ア
ト
ル
着
、
以
後

七
月
の
ク
ウ
バ（
注
、
キ
ュ
ー
バ
）行
も
含
め
て
九
月
中
旬
ま
で
在
ア
メ
リ

カ
。

ロ
ン
ド
ン
に
約
一
ケ
月
逗
留
し
た
後

十
月
末

パ
リ
着
、
サ
ン
・
ル
イ
病
院
と
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
で
研
究
を

始
め
る
。

パ
リ
で
は
、
ベ
ル
リ
ッ
ツ
に
通
う
ほ
か
、
ノ
エ
ル
・
ヌ
エ
ッ

ト（
注
、
前
稿
注
23
参
照
）に
語
学
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
い

る
。
ま
た
児
島
喜
久
雄
と
美
術
を
見
て
歩
く
な
ど
親
密
な
交

際
を
す
る
。

大
正
十
一
年（
一
九
二
二
）
三
七
歳

七
月

リ
ヨ
ン
の
植
物
学
研
究
室
で
、
ラ
ン
ゲ
ロ
ン
教
授
と
共
同
の

真
菌
分
類
研
究
を
始
め
る
。

こ
の
年

六
月
に
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
、
八
月
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
、
九
月

―
十
月
に
は
ベ
ル
リ
ン
に
旅
行
、
ベ
ル
リ
ン
で
グ
ラ
ザ
ー
、

ル
ン
プ
等
旧
知
と
再
会
し
て
い
る
。

大
正
十
二
年（
一
九
二
三
）
三
八
歳

一
月

リ
ヨ
ン
を
引
揚
ぐ
。

原
善
一
郎
夫
妻
に
同
道
し
て
、
エ
ジ
プ
ト
・
イ
タ
リ
ア
を
旅

行
、
他
に
阿
部
次
郎
、
児
島
喜
久
雄
、
前
田
青
邨
等
が
同
行

し
た（
四
月
ま
で
）。

八
月

ス
ト
ラ
ス
ブ
ウ
ル
の
学
会
出
席（
注
、
日
記
に
よ
れ
ば 「
癌
、 

皮

膚
及
癩
の
学
会
を
傍
観
」）後
、 

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
、 

ウ
ィ
ー
ン
、

ベ
ル
リ
ン
等
を
巡
る
。
途
中
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
関
東
大
震
災
の

こ
と
を
知
る
。

十
月

ラ
ン
ゲ
ロ
ン
と
の
真
菌
分
類
法
成
立
、
世
界
的
業
績
と
な
る
。

大
正
十
三
年（
一
九
二
四
）
三
九
歳

ベ
ル
リ
ッ
ツ
で
ス
ペ
イ
ン
語
の
講
習
を
受
け
、

五
月

パ
リ
を
発
ち
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
へ
、
マ
ド
リ
イ
、

ト
レ
ド
、
リ
ス
ボ
ア
、
コ
イ
ン
ブ
ラ
等
を
回
り
、
南
蛮
、
キ

リ
シ
タ
ン
文
献
を
渉
猟
。

八
月

マ
ル
セ
イ
ユ
を
発
ち

九
月
一
日（
注
、
実
際
は
三
十
日
、
前
稿
注
2
参
照
）
神
戸
着
。

三

こ
れ
ま
で
た
び
た
び
述
べ
て
き
た
通
り
、
杢
太
郎
の
留
学
日
記
と
し
て
は
、
さ
き

の
表
の 

A
・
B 

欄
の
日
々
の
記
事
、
少
し
譲
っ
て
も 

C 

欄
の
も
の
ま
で
に
止
め

る
べ
き
で
、
後
日
の
筆
に
な
る（
そ
こ
に
は
記
憶
以
外
の
確
か
な
資
料
、
例
え
ば
妻

宛
書
簡
な
ど
も
時
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
）
D 

欄
の
日
々
は
、
参
考
程
度
に
扱

う
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
そ
の
線
で
『
日
記
』
の
記
述
か
ら
、
留
学
中
の

彼
の
体
験
や
観
察
・
感
想
を
い
く
つ
か
拾
っ
て
み
た
い
。

第
一
に
、
医
学
者
と
し
て
の
専
門
に
関
す
る
話
題
が
あ
る
。
た
だ
そ
う
し
た
記
事

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

(233)
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は
、
あ
ま
り
日
記
に
書
こ
う
と
し
な
か
っ
た
ら
し
く
、
意
外
に
少
な
い
。
今
見
る

『
日
記
』
の
形
で
は
、
大
正
十
一
年
の
﹇
欧
米
日
記
二
﹈（
以
下
、﹇
二
﹈
の
よ
う
に
略

記
す
る
）に
「
四
月
八
日
」
と
し
て
入
れ
た
同
日
付
「
川
嵜
（
注
、『
日
記
』
に
は

「
河
崎
」  

と
あ
る
が
非
）学
兄
」
宛
の
書
簡
が
そ
の
一
つ
、
も
う
一
つ
は
注
4
に
も

ふ
れ
た
が  ﹇
三
﹈
の
大
正
十
二
年
に
「
七
月
廿
X
日1923

」
と
し
た（
恐
ら
く
土
肥

慶
蔵
宛
）書
簡
で
、
共
に
本
来
日
記
と
し
て
記
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
専
門
家
相

手
の
書
簡
を
後
日
回
収
し
て
「
欧
米
日
記
」
編
集
の
際
に
該
当
箇
所
に
挿
入
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
後
者
は
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
で
開
か
れ
た
「
癌
、
皮
膚
及

癩
の
学
会
を
傍
観
」
し
た
報
告
で
、
全
く
専
門
的
な
話
題
で
あ
る
。

一
方
前
者
は
、
ほ
と
ん
ど
専
門
的
な
話
題
で
終
始
し
な
が
ら
、
ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
研
究
上
の
連
絡
と
言
う
よ
り
は
近
況
報
告
に
近
い
。
そ
の
中
に
、
カ
ビ
と
そ
の
培

養
基
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
し
た
後
、「
旧
き
雑
誌
や
、
パ
ン
フ
レ
ー

や
テ
ー
ズ（
注
、
そ
れ
ぞ
れ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や thesis

〈
論
文
、
特
に
学
位
論
文
〉  

に

当
る
フ
ラ
ン
ス
語
）は
得
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
か
ら
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
写
し

て
居
ま
す
。
け
ち
な
留
学
生
に
は
中
々
骨
が
折
れ
升
」
と
い
っ
た
愚
痴
に
続
き
、

ミ
ユ
コ
ー
ル
、
ア
ス
ペ
ル
ギ
ー
ル
ス
、
ペ
ニ
シ
リ
ウ
ム（
注
、
そ
れ
ぞ
れ
カ
ビ

の
名
。
最
初
の
は
ケ
カ
ビ
、
二
番
目
は
コ
ウ
ジ
カ
ビ
属
、
最
後
者
は
ペ
ニ
シ

リ
ン
の
原
料
と
し
て
著
名
な
ア
オ
カ
ビ
類
）、
凡
て
名
の
あ
る
も
の
は
三
百
種

も
集
め
ま
し
た
。
目
下
全
く
カ
ビ
屋
に
な
つ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

で
、
自
分
の
仕
事
と
い
ふ
も
の
は
出
来
ま
せ
ん
。
仕
事
に
は
東
京
の
方
が
遥

に
便
利
で
す
。

印
度
か
メ
キ
シ
コ
に
行
か
な
け
れ
ば
、
自
分
オ
リ
ヂ
ナ
ル
の
仕
事
は
一
寸
出

来
相
も
あ
り
ま
せ
ん
。

当
地
に
来
り
大
に
考
が
地
道
と
な
り
、  

碌
々
ミ
ユ
ゼ
ー
に
も
行
か
ず
、
唯
々

ピ
ル
ツ（
注
、
キ
ノ
コ
や
真
菌
〈
細
菌
や
そ
れ
よ
り
下
等
の
も
の
を
除
い
た
、

キ
ノ
コ
か
ら
カ
ビ
に
至
る
菌
類
の
総
称
〉  

の
意
の
ド
イ
ツ
語
）と
ピ
ル
ツ
の
文

献
を
集
め
る
こ
と
に
没
頭
し
て
ゐ
ま
す
。  

そ
れ
で
も
時
々
う
つ
散（
注
、
欝
散
）

に
ネ
ツ
ケ
ル
病
院
の
手
術
を
見
に
ゆ
き
ま
す
。
ユ
ロ
ロ
グ（
注
、
泌
尿
器
科
医

の
意
の
ド
イ
ツ
語
）に
な
る
つ
も
り
も
な
い
が
、
や
は
り
一
寸
面
白
く
感
じ
升

と
い
う
部
分
が
あ
り
、
当
面
の
研
究
の
テ
ー
マ
・
目
的
や
環
境
・
便
益
に
関
し
て
、

や
や
不
便
・
不
満
を
抱
い
て
い
た
よ
う
に
読
み
取
れ
る（
し
か
し
、
こ
の
時
の
研
究

が
や
が
て
真
菌
分
類
法
の
発
見
と
い
う
実
を
結
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
）。

こ
れ
ら
は
本
来
書
簡
に
洩
ら
さ
れ
た
感
想
で
、
初
め
か
ら
日
記
に
記
さ
れ
た
感
想

で
専
門
に
亙
る
話
題
を
記
し
た
も
の
は
、﹇
一
﹈（
大
正
十
年
）の
「
七
月
廿
八
日
」

と
「10 A

ugust 1921

」、
そ
れ
に
﹇
三
﹈
の
大
正
十
二
年
「
七
月
四
日
」、﹇
四
﹈

（
大
一
三
）の
「
弐
月
九
日
」
の
条
な
ど
、
僅
か
な
も
の
で
あ
る
。
第
一
は
、
そ
の
朝

見
た
夢
の
こ
と
に
始
ま
り
、
夕
暮
の
海
辺
で
パ
ナ
マ
の
人
と
話
し
合
っ
て
「
パ
ナ
マ

が
ま
た
私
の
新
し
い
デ
モ
ン（
注
、「
魅
力
」
程
度
の
意
か
）と
な
つ
た
。
そ
こ
に
は
、

池
の
中
の
金
魚
や
鯉
の
や
う
に
珍
し
い
い
ろ

の
皮
膚
病
が
あ
る
。（
後
略
）」  

と

い
う
考
え
を
述
べ
た
後
、

「
命
は
短
い
。
私
は
ま
た
玖
波
や
中
米
へ
来
る
や
う
な
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
行

け
ば
よ
か
つ
た
。
行
か
う
か
」
と
い
ふ
思
想
と
「
命
は
短
い
。
た
つ
た
一
人

で
世
界
の
隅
々
を
歩
け
る
も
の
で
は
な
い
。
馬
鹿
々
々
し
い
。
も
つ
と
本
質

的
な
處
で
学
ば
う
」
と
い
う
思
想
と
が
私
の
頭
の
中
で
争
つ
た
。

（
6
）

（
7
）

く
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木下杢太郎（太田正雄）の留学日記

と
書
い
て
い
る
。
差
当
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
ど
ち
ら
を
採
ろ
う
か
と
の
迷
い
で

あ
ろ
う（
実
際
に
は
パ
ナ
マ
に
は
行
か
な
か
っ
た
）。

第
二
（10 A

ugust

）
は
泊
ま
っ
て
い
た H

otel N
orm

andie 

の
用
箋
の
表
裏
に

記
し
た
も
の
で
、

今
日
は
午
前
十
時（
正
九
時
）ご
ろ
に Penn. U

niv. 

の D
r. W

eidm
an 

の L
abo-

ratory 

に
往
つ
た
。

と
書
き
出
し
て
、
人
の
出
入
り
や
昼
食
代
を D

r. W
. 

が
払
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
と

そ
の
反
省
と
を
記
し
た
後
、「
窓
か
ら Phyl. B

road Street 

の
高
楼
が
空
気
遠
近
法

を
以
て
連
つ
て
ゐ
る
」（
こ
の
欄
外
に
「
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ヤ
の
盛
期
を
想
像
す
。

と
に
角
一
様
式
の
文
明
」
と
い
う
、
よ
く
解
ら
な
い
が
彼（
理
科
系
で
い
て
古
代
の

美
術
・
建
築
に
も
関
心
を
持
つ
）ら
し
い
観
察
と
表
現
が
あ
り
、  

更
に

今
日
も
ま
た “P

ints” 

の M
onographie 

が
目
に
映
っ
た
。
予
は
こ
と
に

laliton 

か
ら
の
獲
物
と Fr. rubrum

 

に
就
い
て
研
究
す
る
積
り
で
あ
る
。

と
かM

icr. furfur 

は
倫
敦
で D

r. C
astellain 

を
訪
ひ
、
そ
こ
で
英
文
に
写
し
、

M
icr. de nouvelle spec 

は D
r. Sabourand 

の
處
で
書
き
上
げ
よ
う
。

と
か
い
う
研
究
計
画（
原
語
に
は
解
ら
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
本
稿
と
し
て
は
支
障

な
い
）が
、
偶
然
新
聞
で
読
ん
だ
「
日
本
の
海
軍
大
演
習
の
こ
と
」
や
宿
の
机
の

「
赤
き
覆
」
と
「
物
静
か
で
や
さ
し
い
」「
女
給
仕
」、
ま
た
「
こ
れ
を
書
き
つ
つ
あ

る
隣
席
」
の
「
女
を
雑
え
た T

ram
p

」
や
「
直
ぐ
後
ろ
」
で
「
老
人
が
読
書
す
る
」

こ
と
な
ど
の
観
察
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
。

第
三（
大
正
一
二
・
七
・
4
）は
か
な
り
長
い
記
事
で
あ
る
が
、
さ
き
に
引
用
し
た

川
嵜
宛
の
書
簡
と
内
容
の
重
な
る
面
も
あ
り
、
最
低
必
要
な
部
分
だ
け
を
抄
出
し
て

み
る
。今

朝
は
女
中
が
夏
の
時
間
の
七
時
に
珈
琲
を
持
つ
て
来
た
か
ら
、
仕
方
が
な

く
そ
の
ま
ま
起
き
て
、
直
し
て
貰
つ
た
原
稿
を
清
書
し
た
。
い
く
ら
書
い
て

も
書
い
て
も
終
へ
な
い
。
も
う
三
日
も
続
く
。

（
マ
マ
）

あ
あ
と
時
々
嘆
息
す
る
。
何
た
ら
因
果
の
こ
と
だ
。
語
呂
の
よ
し
悪
し
も
よ

く
は
分
ら
ぬ
外
国
文
で
、
た
と
へ
落
莫
な
、
科
学
上
の
事
実
だ
と
し
た
と
こ

ろ
で
、
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
は
。

（
中
略
）そ
れ
に
し
て
も
折
角
こ
ん
な
に
骨
を
折
る
な
ら
、  

何
か
一
か
ど
の
仕

事
で
も
出
来
る
と
可
い
ん
だ
が
、（
中
略
）。

芝
居
へ
も
行
か
ず
、
古
典
も
読
ま
ず
―
―
そ
し
て
く
だ
ら
ぬ
仕
事
で
忙
殺
さ

れ
る
。
こ
れ
が
我
輩
の
巴
里
の
生
活
だ
。
獏
が
食
へ
。
獏
が
食
へ
。
七
月
四

日（
中
略
）

ビ
ブ
リ
オ
テ
エ
ク
・
ナ
シ
ヨ
ナ
ア
ル
へ
で
も
往
つ
て
、
古
い
写
本
か
ら
十
八

世
紀
の
巴
里
の
俗
謡
で
も
捜
し
出
す
ぐ
ら
ゐ
ま
で
に
な
ら
な
く
て
は
、
巴
里

も
蔗
境
に
入
ら
ぬ
。

自
分
の
仏
蘭
西
学
は
中
年
者
の
急
仕
込
み
で
、
中
々
そ
こ
ま
で
は
ゆ
か
ぬ
。  

少

し
埓
が
開
き
か
け
る
頃
は
さ
よ
な
ら
の
時
で
あ
る
。

ひ
ま

外
国
留
学
―
―
あ
つ
た
ら
隙
つ
ぶ
し
。（
同
日
）

途
中
と
最
後
と（
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
ま
で
が
一
枚
の
台
紙
に
貼
ら
れ
て
い
る
）に
日

付
を
記
す
の
は
日
記
と
し
て
は
異
例
で
、
日
記
と
し
て
よ
り
は
一
種
の
手
記
、
メ
モ

(231)
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と
し
て
書
い
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
心
境
の
告
白
を
記
し
た
日
記
も

世
の
中
に
は
多
い
こ
と
で
、
こ
れ
を
書
い
た
と
き
の
杢
太
郎
の
気
持
が
、「
日
記
を

書
い
て
い
る
」
と
思
っ
て
い
た
他
の
日
と
や
や
違
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
れ
も
彼

の
日
記
の
一
日
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
で
見
る
と
、
杢
太
郎
は
こ
の
時
期
に
専
門
の
研
究
、
特
に
そ
れ
を
外
国
語
で

論
文
に
す
る
こ
と
に
、
多
少
の
懐
疑
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
考
え
て

み
れ
ば
外
国
暮
ら
し
に
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
が
ち
な
こ
と
は
漱
石
の
例
を
思
い
出
す

ま
で
も
な
く
、
ま
た
若
い
時
期
に
折
々
自
分
の
専
門
や
適
性
に
疑
問
を
持
つ
こ
と

も
、
後
の
朝
永
振
一
郎
の
場
合
が
思
い
合
わ
さ
れ
る
。
ま
し
て
杢
太
郎
の
よ
う
に
他

の
分
野
へ
の
関
心
や
趣
味
が
深
く
、
更
に
妻
と
の
間
に
い
く
ら
か
不
協
和
音
が
鳴
っ

て
い
れ
ば（
も
ち
ろ
ん
決
定
的
で
は
な
い
。
前
稿
注
10
参
照
）、
一
層
で
あ
る
。

四

こ
の
日
記
で
目
立
つ
の
は
、
や
は
り
画
家
的
な
眼
と
美
術
へ
の
関
心
で
あ
る
。

﹇
一
﹈ （
大
正
十
年
）の
七
月
二
十
四
日（
ハ
バ
ナ
滞
在
中
）の
記
事
は
二
つ
あ
る
が
、  
初

め
の
「
七
月
廿
四
日
」
と
あ
る
方
は
、

午
前
は D

r. Jané 

を
訪
ね
た
。
彼
は
仏
蘭
西
に
学
ん
だ
と
い
ふ
、
黒
い
髪
、  

黒

い
顔
で
黒
い
あ
ご
髯
で
あ
つ
た
。
ま
る
で
土
耳
古
人
の
や
う
で
あ
つ
た
。

午
後
サ
ン
チ
ヤ
ゴ
に
往
つ
た
。
こ
こ
は
素
的
で
あ
つ
た
。

驟
雨
が
来
て
、
ま
つ
黒
に
な
つ
た
。
そ
し
て
椰
子
の
白
い
幹
が
殊
に
目
立
つ

た
の
で
あ
る
。

と
か
、「
電
車
内
の S

cenerie 

（
注
、
英
語 scenery 

を
誤
っ
て
フ
ラ
ン
ス
語
風
に

綴
っ
た
も
の
。
他
の
箇
所
に
も
見
え
る
）」
と
題
し
た
メ
モ
数
行
の
中
の
「
驟
雨
前

の
雲
行
、
海
の
如
き
空
だ
、
地
平
線
に Palm

e 

の
白
枝
、
そ
の
間
に（
注
、
蔓
に
下

が
っ
た
細
長
い
実
の
絵
）果
実
あ
り
、
／（
中
略
）道
は
赤
又
は L

im
estone 

の
白

土
。
／
紅
花
さ
く
」
の
よ
う
な
、
続
く
「Santiago de las? V

egas 

の
光
景
」
と
題

す
る
メ
モ
に
は
「
閑
静
な
る
田
舎
道
、Fram

boyant （
注
、flam

boyant

〈
火
焔
木
、

紅
花
を
つ
け
る
〉
の
誤
で
、
前
行
の
「
紅
花
」
も
こ
れ
か
）の
花
盛
。
／
村
道
、
緑

ヌ
リ
の
窓
と
高
階
な
る
格
子
。B

ar.

」
と
い
っ
た
観
察
の
記
録
が
見
え
、
二
つ
目
の

「
七
月
二
十
四
日
」
と
あ
る
方
は
、「
動
物
の
生
活（
サ
ン
チ
ヤ
ゴ
）」
と
題
す
る
一
種

の
写
生
文
（T

H
E

 N
O

R
M

A
N

D
IE

/PH
IL

A
D

E
L

PH
IA

 

の
メ
モ
用
紙
の
表
裏
に
記

し
て
い
る
）で
あ
る
。
更
に
『
日
記
』
で
罫
線
を
隔
て
て
次
に
置
い
て
い
る
、

「Juillet 1921

」
と
題
し
て
「
驟
雨
の
前
の
椰
子
（
注
、
今
ル
ビ
を
省
く
）
の
森
／

支
那
胡
粉
な
す
幹
の
列
」
で
始
ま
る
詩
は
、
七
・
23
と
同
じ P

laza H
otel C

om
-

pany 

の
用
箋
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
日
の
作
と
見
ら
れ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
っ
て
か
ら
は
、
前
引
の
川
嵜
宛
書
簡（
大
一
一
・
四
・
8
）に

「
碌
々
ミ
ユ
ゼ
ー
に
も
行
か
ず
」
と
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
そ
う
で
も
な
く
、
旅
先

で
も
寸
暇
を
割
い
て
美
術
館
を
訪
ね
て
い
る
。
例
え
ば
﹇
二
﹈ （
大
一
一
）の
ド
イ
ツ

旅
行
で
は
、
先
ず
ケ
ル
ン
で

美
術
館
の
近
世
画
に
は
一
寸
珍
し
い
も
の
が
い
る
。
殊
に
ワ
ン
・
ゴ
ツ
ホ
の

橋
の
画
が
白
眉
で
あ
る
。
本
物
は
評
判
よ
り
好
い
。
若
い
男
の
肖
像
の
方
は

大
に
落
ち
る
。
次
に
ク
ウ
ル
ベ
エ
の
森
林
内
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
図
。
事
に
よ
る

と
初
期
の
作
か
も
知
れ
ぬ
が
、
画
室
図
な
ど
は
筆
が
さ
へ
て
居
な
い
が
、
更

（
8
）

（
9
）（

10
）

（
11
）

(230)
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木下杢太郎（太田正雄）の留学日記

に
純
粋
の
サ
ン
チ
マ
ン
が
あ
る
。
ピ
カ
ツ
ソ
オ
の
群
像（
ソ
オ
レ
ル
の
家
族
）は

中
々
厳
し
い
處
が
あ
る
。
色
も
ツ
ウ
シ
ユ（
注
、
タ
ッ
チ
）も
佳
い
。
近
来
の
思

い

は
せ
ぶ
り
た
つ
ぷ
り
の
絵
な
ど
よ
い
よ
る
い
く
ら
好
か
分
ら
ぬ
。
ル
ノ
ア
ア

よ

ル
一
枚
。
作
好
く
な
い
。
ゴ
オ
ガ
ン
二
枚
、  

大
に
落
ち
る
。（
九
・
13
、
こ
の

後
、
段
落
を
改
め
て
ド
イ
ツ
の
画
家
四
人
の
名
を
挙
げ
、「
然
し
巴
里
か
ら
来

る
と
ど
う
も
賞
讚
す
る
わ
け
に
行
か
ぬ
」
と
言
う
）

と
い
っ
た
、
遠
慮
の
な
い
褒
貶
が
あ
る
。

ベ
ル
リ
ン
で

（
前
略
）朝
、
K
、
Y 

両
君
来
て
く
れ
て

（
注
、
原
本
約
五
字
分
空
白
、
美

術
館
名
を
失
念
し
た
も
の
か
）に
行
く
。
独
乙
人
で
は（
注
、
四
人
の
画
家
の

名
、  

今
略
す
）、
近
く
フ
ラ
ン
ツ
・
マ
ル
ク
等
。
少
し
も
感
心
し
な
い
。
そ
れ

に
反
し
て
少
数
な
が
ら
仏
国
印
象
派
に
は
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
つ
た
。
殊

に
マ
ネ
の
「
温
室
」
セ
ザ
ン
ヌ
風
景
、
静
物
、
ル
ノ
ア
ア
ル
、
モ
ネ
。
ク
リ

ン
ガ
ア
の
大
理
石
石
像
を
見
る
。
名
作
。
此
方
面
に
向
つ
て
は
独
乙
人
は
全

く
期
待
を
離
れ
た
。（
九
・
15
）

と
言
う
の
も
そ
う
で
あ
る
が
、
数
日
後
の

A
ltes M

useum

（
注
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
「
旧
博
物
館
」
と
訳
す
）の
版
画
の

部
の
特
別
室
で
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
自
筆
の
素
描
百
有
余
枚
を
見
た
こ
と
は
今
日

の
大
収
穫
で
あ
つ
た
。
G 

氏
が
案
内
し
て
見
せ
て
く
れ
た
。
薄
き
和
蘭
紙
へ

乾
色
イ
ン
キ
を
以
て
主
と
し
て
基
督
伝
説
を
画
く
も
の
で
あ
る
が
第
一
物
の

形
が
極
め
て
精
細
で
二
、
コ
ン
ポ
ジ
シ
オ
ン
が
い
つ
も
う
ま
く
つ
い
て
ゐ
る
。

第
三
に
線
が
簡
単
正
確
で
、
味
が
あ
る
。
必
ず
明
暗
の
暗
示
を
持
つ
て
ゐ
る
。

（
九
・
18
そ
の
一
。
因
み
に
、
こ
の
前
後
の
日
本
人
の
名
に
イ
ニ
シ
ア
ル
に
し

た
も
の
が
散
見
す
る
の
は
、
後
日
公
表
す
る
つ
も
り
で
書
い
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
）

に
は
、
美
術
作
品
へ
の
専
門
的
な
分
析
が
あ
る
。

ベ
ル
リ
ン
滞
在
中
に
も
う
一
つ
、
原
善
一
郎
夫
妻
宛
書
簡（
注
3
に
言
及
）の
文

面
で
は
あ
る
が
、

（
前
略
）こ
の
間
石
井
柏
亭
君
が
見
え
て
、
一
緒
に P

rof. L
e C

oq 

を
民
族
学

博
物
館（
注
、M

useum
 für V

ölkerkunde

、
戦
前
は
市
の
中
央
部
に
あ
っ
た

ツ
ル
フ
ァ
ン

が
、
現
在
は
郊
外
の
ダ
ー
レ
ム
に
あ
る
）に
た
づ
ね
高
昌
将
来
の
塑
像
、
壁
、

絹
画
を
見
せ
て
貰
ひ
ま
し
た
。
こ
れ
は
中
々
面
白
い
も
の
で
す
。  

貴
君
は
見

ま
し
た
か
。
ま
た
そ
こ
の D

r. T
rautz 

と
も
ち
か
づ
き
に
な
り
、
そ
の
う
ち
招

か
れ
て
ゐ
ま
す
。（
こ
の
人
日
本
学
担
当
、
少
し
日
本
語
を
話
す
。）  

今
後
は

（
こ
の
室
常
は
閉
し
て
あ
り
ま
す
が
）こ
の
中
央
亜
細
亜
室
に
し
げ
く
通
は
せ
て

貰
ひ
た
く
思
つ
て
ゐ
ま
す
。L

e C
oq 

の B
uddhistische S

pätantik des

M
ittelasiens ( =

B
uddhistic L

ate C
lassic of M

iddle A
sia) 

の
本
文
は
薄
い

が
、
色
写
真
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。（
中
略
、
こ
こ
に
「
ル
・
コ
ツ
ク
。

い
い
お
ぢ
い
さ
ん
で
す
」
と
あ
る
）

少
し
支
那
、
印
度
、
中
央
亜
細
亜
の
本
を
集
め
ま
せ
ん
か
。（
後
略
、
以
下
ロ

ン
ド
ン
・
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
に
そ
の
方
面
や
エ
ジ
プ
ト
に
関
す
る
本
が
あ

る
よ
う
だ
と
の
情
報
を
提
供
し
て
「
小
生
自
身
で
は
全
部
と
は
手
が
出
ま
せ

ん
が
、
貴
君
に
蒐
集
の
御
希
望
が
あ
ら
ば
児
島
君
と
も
相
談
し
だ
ん

集

（
12
）

（
14
）

（
13
）

く

(229)



11

め
ま
せ
う
。
貴
意
如
何
」
と
あ
る
）

と
い
う
感
想
が
あ
り
、
満
洲
時
代
か
ら
抱
い
て
い
た
中
国
仏
教
美
術
へ
の
関
心（
そ

の
一
端
で
あ
る
『
大
同
石
仏
寺
』
は
こ
の
前
年
、
留
学
中
に
刊
行
）や
こ
の
春
の
エ

ジ
プ
ト
旅
行
も
契
機
に
な
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
中
近
東
・
エ
ジ
プ
ト
辺
へ
の
興
味
を

示
し
て
い
る
。五

留
学
最
後
の
年（
大
正
十
三
年
）の
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
旅
行
の
日
記
は
、
冒

頭
に
7
と
し
た ﹇E

spagne M
adrid

﹈ 

の
短
い
数
日
分
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、
そ

の
中
に
プ
ラ
ド
美
術
館
を
訪
ね
た
日（
六
・
3
）の
か
な
り
詳
し
い
感
想
が
あ
る
。

「
今
日
は
又
ビ
ブ
リ
オ
テ
エ
ク
に
ゆ
く
積
り
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
前
に
ミ
ユ
ゼ

オ
・
デ
ル
・
プ
ラ
ド
オ
を
の
ぞ
く
こ
と
に
し
た
」
と
書
き
出
し
て
、「
最
初
の
部
屋
」

の
或
る
画
家
の
絵
に
つ
い
て
「
技
巧
で
は
な
く
、
布
局
の
、
む
し
ろ
物
語
の
興
味
か

ら
」
一
言
し
た
後
、

そ
の
次
は
も
う
す
ぐ
ヱ
ラ
ス
ケ
ス
で
あ
る
。
ま
る
で
空
腹
時
に
ス
ウ
プ
も
の

ま
ず
に
、
す
ば
ら
し
い
シ
ヤ
ト
オ
ブ
リ
ア
ン（
注
、
牛
ヒ
レ
ス
テ
ー
キ
）に
あ
り

つ
い
た
や
う
な
気
持
で
あ
る
。
た
と
へ
が
下
品
な
ら
、
思
ひ
が
け
な
く
天
国

に
昇
つ
た
や
う
だ
と
い
は
う
。

こ
れ
で
こ
そ
マ
ド
リ
ド
に
く
る
甲
斐
が
あ
つ
た
思
ひ
、
旅
の
う
れ
ひ
も
わ
す

れ
た
。
ヱ
ラ
ス
ケ
ス
は
、
巴
里
で
も
維
納
で
も
見
て
ゐ
た
が
、
か
う
傑
作
が

そ
ろ
つ
て
ゐ
る
と
、
面
く
ら
は
ざ
る
を
得
な
い
。
今
迄
欧
羅
巴
で
み
た
画
工

の
う
ち
、
理
屈
ぬ
き
に
し
て
一
番
気
に
入
つ
た
も
の
だ
と
い
へ
る
。

と
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
に
出
会
っ
た
感
激
と
讚
嘆
を
惜
し
み
な
く
述
べ
る
。

つ
づ
い
て
個
々
の
作
品
に
つ
い
て
の
感
動
と
讚
美
を

フ
エ
リ
ペ
四
世
半
身
像
は
ま
る
で
マ
ネ
で
あ
る
。
而
も
マ
ネ
よ
り
遥
か
に
う

ま
く
て
、
そ
し
て
マ
ネ
に
特
有
の
い
や
な
闘
気
が
な
い
。

の
よ
う
な
全
体
的
な
印
象
批
評
だ
け
で
な
く
、

聖
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ア
バ
ト
、
聖
パ
ブ
ロ
を
訪
ふ（
注
、
画
題
で
あ
る
）。
全
体
の

ラ
ス
・
イ
ラ
ン
デ
ラ
ス

碧
調
の
灰
、 

ま
つ
く
ろ
い
烏
、 

す
ば
ら
し
い
趣
味
で
あ
る
。 

そ
し
て
紡   

績   

女

の
大
幅
、
こ
い
つ
は
写
真
な
ど
で
、
よ
く
承
知
し
て
ゐ
た
が
、
こ
ん
な
派
手

な
、
そ
し
て
落
付
い
た
、
あ
か
る
い
画
だ
と
は
思
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
。
彩
色

画
だ
け
は
写
真
で
は
て
ん
で
あ
て
に
な
ら
ぬ
。
殊
に
中
央
部
の
穹
窿
か
ら
内

部
の（
奥
の
間
）の
け
し
き
の
気
持
よ
さ
と
い
ふ
な
ら
話
に
な
ら
ぬ
。

と
、
部
分
や
色
調
に
着
目
し
、
続
い
て

（
マ
マ
）

一
寸
筆
つ
き
の
相
似
か
ら
レ
ン
ブ
ラ
ン
ド
を
思
ひ
出
す
が
、
両
人
の
大
匠
の

異
る
と
こ
ろ
は
よ
く
分
つ
た
。
そ
し
て
自
分
の
こ
と
な
ら
予
自
身
の
嗜
好
と

い
ふ
も
の
も
良
く
分
つ
た
。
レ
ン
ブ
ラ
ン
ド
を
伯
林
で
ど
つ
さ
り
見
た
時
に

は
大
に
感
心
し
た
。
す
ば
ら
し
い
画
工
だ
と
思
つ
た
。
今
ヱ
ラ
ス
ケ
ス
を
見

る
と
感
心
す
る
よ
り
も
、
愛
執
を
い
だ
く
。
か
れ
に
は
北
欧
人
の
堅
実
味
が

は
な
れ
ぬ
。
こ
れ
に
は
ど
つ
し
り
と
し
た
う
ち
に
い
き（
注
、「
粋
」
で
あ
ろ

う
）が
あ
る
。
し
や
れ
が
あ
る
。
軽
快
な
精
神
が
飛
や
く
す
る
。

と
、
一
見
似
て
い
る
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
と
の
比
較
や
自
身
の
嗜
好
の
発
見
に
及
ぶ
。

ベ
ラ
ス
ケ
ス
へ
の
讚
美
は
ま
だ
続
き
、「
ヱ
ラ
ス
ケ
ス
を
見
る
と
マ
ネ
が
そ
の
裡

に
あ
る
こ
と
は
無
論
だ
が
、
ク
ウ
ル
ベ
エ
も
ま
た
は
ド
ラ
ク
ロ
ア
ま
で
も
亦
そ
の
遠

（
15
）

（
16
）

(228)
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木下杢太郎（太田正雄）の留学日記

心
点
を
こ
の
う
ち
に
没
す
る
。
彼
等
は
こ
の

（
注
、
原
本
約
五
字
分
空
白
）

大
匠
に
比
す
れ
ば
「
支
店
」
で
あ
る
」
と
い
う
、
前
言
と
一
部
重
な
る
史
観
も
あ

る
。
そ
の
感
想
は
更
に
、
ス
ペ
イ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
と
に
つ
い
て
、
そ
の
流
行
が
か
つ

て
は
今
と
逆
に
ス
ペ
イ
ン
か
ら
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
「
空
想
」
を
呼
ぶ
。

こ
の
美
術
館
で
は
ま
た
、
ゴ
ヤ
や
グ
レ
コ
を
も
見
て
、
前
者
に
対
し
て
は
、

ゴ
ヤ
！

何
と
云
つ
て
い
ゝ
か
、
…
…
予
に
は
ま
だ
十
分
は
つ
き
り
と
つ
か

め
な
い
。
銃
殺
刑
の
ゑ
は
実
に
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
裸
の

マ
ヤ
と
衣
服
を
き
た
マ
ヤ
、
両
方
と
も
い
い
。
マ
ネ
の
オ
ラ
ン
ピ
ヤ
な
ど
よ

り
は
遥
に
あ
く
ぬ
け
が
し
て
ゐ
る
。
う
ま
く
あ
り
、
た
し
か
で
あ
り
、
趣
味

の
い
い
う
え
に
素
人
目
に
も
美
し
い
。（
後
略
）

と
言
う
。
後
者
に
つ
い
て
は
美
術
館
に
関
す
る
記
述
の
最
後
に
短
く
、

グ
レ
コ
に
つ
い
て
い
ふ
の
は
ま
だ
早
い
だ
ら
う
。
こ
こ
の
グ
レ
コ
に
も
黒
白

は
実
に
見
事
な
の
が
あ
つ
た
。
そ
の
室
に
は
つ
ひ
に
セ
ザ
ン
ヌ
と
見
違
へ
た

り
し
た
か
の
や
う
な
ゑ
も
あ
つ
た
。

と
記
す
だ
け
で
あ
る（
次
の
段
落
の
冒
頭
に
「
美
術
館
で
は
か
な
り
労
れ
て
き
た
」

と
あ
る
）が
、
総
じ
て
今
と
違
っ
て
美
術
書
や
画
集
も
少
な
く
、
あ
っ
て
も
カ
ラ
ー

の
図
版
な
ど
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
時
代
に
、
実
物
に
接
し
た
感
動
の
大
き
か
っ
た
こ

と
は
、
容
易
に
推
測
が
つ
く
。

こ
の
よ
う
な
審
美
眼
を
備
え
て
い
た
彼
は
、
エ
ジ
プ
ト
・
イ
タ
リ
ア
の
遺
跡
や
美

術
に
接
し
て
ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
に
批
評
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
ら
は
後
日
に
草
し
た
い
く
つ
か
の
文
章
に
あ
る
程
度
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
は

言
え
、
当
時
の
記
録
と
し
て
『
日
記
』
に
見
え
る
も
の
は
、
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど

な
い
。
僅
か
に
﹇
三
﹈
の
大
正
十
二
年
「
三
月
廿
九
日
」
と
「
三
月
三
十
日
」
と
の

間
に
置
か
れ
、
さ
き
の
表
で
「
三
・
29（
そ
の
二
）」
と
し
た（
用
紙
か
ら
イ
タ
リ
ア

で
の
筆
と
考
え
ら
れ
、
恐
ら
く
こ
の
配
列
が
適
当
で
あ
ろ
う
）二
枚
の
記
述
の
中
に

そ
れ
以
太
利
の
旅
は
人
、
親
戚
な
る
富
裕
の
旧
家
に
招
か
れ
て
久
く
開
か
ざ

る
文
庫
を
覧
よ
と
い
は
れ
た
る
が
如
し
。
塵
埃
と
□（
注
、
原
本
二
字
判
読
不

能
、
下
の
字
は
あ
る
い
は
「
具
」
か
）と
の
間
に
古
来
の
宝
物
雑
然
散
在
す
。

旁
業
の
も
の（
注
、
彼
自
身
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
）と
雖
も
や
が
て
そ
の
趣
を
会

得
し
て
、
尚
深
く
佳
境
に
至
ら
む
と
す
る
意
を
起
さ
ざ
る
は
な
か
ら
む
。

フ
イ
レ
ン
チ
エ
に
週
日
を
お
く
り
今
日
午
后
シ
エ
ナ
に
入
れ
り
。
一
境
一
物
、

亦
別
様
の
面
目
を
呈
す
。
人
生
短
し
、
芸
術
と
民
族
と
な
ん
ぞ
そ
れ
悠
久
な

る
や（
注
、「
な
ん
と
悠
久
な
こ
と
よ
」
と
い
う
感
嘆
で
あ
ろ
う
）。

と
い
っ
た
感
動
が
あ
る
。

六

留
学
中
の
日
記
に
見
る
限
り
、
杢
太
郎
は
研
究
面
で
は
前
述
の
よ
う
な
愚
痴
を
洩

ら
し
て
お
り
、
ま
た
妻
に
対
し
て
は
相
当
不
満
を
ぶ
つ
け
た
書
簡
を
た
び
た
び
書
い

て
い
る
が
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
っ
た
形
跡
は
な
い
。
恐
ら
く
右
に
見
た
よ
う
に
専

門（
医
学
）研
究
以
外
の
見
聞
で
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
、
外
国
生
活
を

十
分
楽
し
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
一
度
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

le 16 Janv. 1922 (D
im

anche)

（
17
）
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異
郷
で
な
く
て
も
旅
先
で
病
気
に
な
れ
ば
心
細
い
も
の
で
、
悪
寒
や
食
欲
不
振
か
ら

軽
い
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
に
な
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
月
の
十
九
日
に

は
も
う
昼
に
外
で
食
事
を
し
て
い
る
（『
日
記
』
の
「le 19 Janv.

」
と
「
一
月
廿

日
」
と
の
間
に R

E
ST

A
U

R
A

N
T

 M
A

R
G

U
E

R
E

Y
 

の D
É

JE
U

N
E

R
 〈=

lunch

〉 du

19 Janvier 1922 

の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
）
か
ら
、
十
日
頃
か
ら
の
流
感
も
こ
の
直
後

に
は
全
快
し
、
そ
れ
と
と
も
に
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
も
治
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
因
み
に
、

一
九
二
四（
大
一
三
）・
一
・
2
の
日
記（
A
、﹇
三
﹈﹇
四
﹈
に
洩
れ
、『
日
記
』
第

五
巻
に
「
補
遺
」
と
し
て
収
め
る
）に
も
、「
一
日
朝
以
来
ひ
ど
い
憂
鬱
症
に
悩
ま
さ

れ
る
。
こ
れ
は
単
に
神
経
か
ら
で
は
な
く
、
ど
こ
か
病
気
に
か
か
り
か
け
て
ゐ
る
ら

し
く
思
は
れ
る
。
少
し
熱
も
あ
る
ら
し
い
」
と
あ
る
。

も
う
一
つ
、﹇
二
﹈
の
終
り
近
く
に
、「
異
国
」
と
題
し
た
次
の
よ
う
な
手
記
が
あ

る
。
末
尾
の
日
付
か
ら
『
日
記
』
が
﹇
十
一
月
十
三
日
﹈
と
判
定
し
て
そ
の
位
置
に

入
れ
て
い
る
。

青
年
時
代
に
私
が
憧
憬
し
た
欧
羅
巴
は
、
現
に
今
私
が
見
て
ゐ
る
や
う
な
も

の
で
は
な
か
つ
た
。
学
校
を
出
た
時
数
年
間
の
不
得
意（
注
、
不
本
意
の
意
で

あ
ろ
う
）な
生
活
の
間
に
、
私
が
夜
毎
宿
直
の
室
で
空
想
し
て
、
ど
う
か
し
て

有
り
つ
く
こ
と
が
出
来
た
ら
、
そ
し
て
け
ち
く
さ
い
日
本
か
ら
遠
離
す
る
こ

と
の
出
来
る
と
思
つ
た
處
は
、
も
つ
と
絢
爛
で
、
も
つ
と
高
雅
で
、
も
つ
と

生
々
と
し
た
處
で
あ
つ
た
。
そ
こ
か
ら
私
は
生
の
泉
を
酌
む
こ
と
が
出
来
る

だ
ら
う
と
想
像
し
た
。
丁
度
徃
昔
九
州
の
使
者
た
ち
が
羅
馬
へ
行
つ
た
時
の

や
う
な
そ
ん
な
處
で
あ
る
だ
ら
う
と
思
つ
た
の
で
あ
つ
た
。13 X

I

現
実
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
幻
滅
を
感
じ
た
よ
う
な
口
ぶ
り
で
、
こ
れ
も
確
か
に
当
時
の

実
感
で
は
あ
ろ
う
が
、
日
記
の
他
の
日
々
を
み
れ
ば
、
留
学
中
の
感
情
の
振
幅
の
一

つ
に
過
ぎ
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
い
し
フ
ラ
ン
ス
へ
の
批
判
と
し
て
や
や
注
意
さ
れ
る
の
は
、

次
の
よ
う
な
感
想
で
あ
る
。
一
つ
は
﹇
三
﹈（
大
正
十
二
年
）の
「
七
月
九
日
巴
里
」

と
す
る
記
事
で
、「
今
朝
貴
君
の
書
状
を
持
つ
て
、
品
川
さ
ん
と
い
ふ
方
が
私
を
尋

ね
て
く
れ
ま
し
た
」
と
い
う
冒
頭
や
文
体（「
で
す
・
ま
す
」
体
）か
ら
は
、
一
見
宛

名
を
失
っ
た
書
簡
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
特
に
書
き
出
し
の
固
有
名
詞
な
ど
は
気
に

な
る
が
、
全
体
的
な
印
象
で
は
他
日
の
公
表
を
念
頭
に
置
い
た
手
記（
杢
太
郎
が
島

崎
藤
村
を
好
ん
で
い
た
と
は
思
え
な
い
が
、
例
え
ば
藤
村
の
「
仏
蘭
西
だ
よ
り
」  

の

よ
う
な
）と
見
る
の
が
よ
い
か
と
思
う
の
で
、
さ
き
の
表
で
も 

A 

欄
に
入
れ
て
お

い
た
。
相
当
長
文
で
あ
る
が
、
最
初
の
段
落（
右
の
引
用
「
〜
尋
ね
て
く
れ
ま
し
た
」

の
続
き
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

わ
か
い
人
に
取
つ
て
は
、
滞
在
後
四
五
日
の
巴
里
は
全
く
す
ば
ら
し
い
處
ら

昨
日

も
さ

う
で

あ
つ

た
が

、
今

度
の

 m
aladie （

注
、「

病
気

」
の

意
の

フ
ラ

ン

ス
語

で
、

彼
は

数
日

前
ま

で
流

感
で

寝
込

ん
で

い
た

） 以
来

私
の

神
経

の
一

部

は
ま

だ
回

復
し

な
い

や
う

に
見

え
る

。
B

ruit de la réparation （
注

、
noise of

the recovery の
意

だ
が

、
医

学
の

術
語

か
）そ

れ
が

な
い

。
夜

ね
む

れ
な

く
、

apetit 少
く

、
食

物
も

旨
な

く
、

か
ら

だ
は

少
々

常
に

寒
く

、
物

を
考

へ
て

も

し
つ

く
り

感
ぜ

ら
れ

ず
、

本
を

読
ん

で
も

同
様

で
あ

る
。

試
験

前
に

感
じ

た

こ
と

の
あ

る
、

N
eurasthenie  （

注
、

神
経

衰
弱

、
正

し
く

は
フ

ラ
ン

ス
語

な

ら
 -thénie、

英
語

な
ら

 -thenia）の
や

う
で

あ
る

。

（
18
）
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木下杢太郎（太田正雄）の留学日記

し
く
見
え
ま
す
。
実
の
處
を
云
ふ
と
私
は
欧
羅
巴
に
倦
き
ま
し
た
。
殊
に
巴こ

こ

里
に
。
私
は
始
め
、
滑
な
岩
に
取
り
付
く
や
う
な
努
力
で
、
一
生
懸
命
に
此

の
生
活
―
自
然
科
学
の
世
界
が
主
な
も
の
で
し
た
が
―
に
入
り
込
ん
で
見
よ

う
と
し
て
見
ま
し
た
が
、
一
寸
手
答
が
あ
つ
た
か
と
思
ふ
と
、
波
が
来
て
手

を
滑
ら
し
ま
す
。
私
は
も
う
其
努
力
に
倦
き
た
し
、
向
ふ
に
取
つ
て
は
私
は

全
く
必
要
の
な
い
一
外
物
で
す
か
ら
、
も
う
や
が
て
来
な
か
つ
た
前
の
や
う

に
離
れ
て
し
ま
う
で
せ
う
。

す
な
わ
ち
前
引
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
幻
滅
と
通
ず
る
感
想
で
あ
る
が
、
続
く
次
の

観
察
は
今
も
一
般
の
フ
ラ
ン
ス
人
、
む
し
ろ
欧
米
人
一
般
に
当
て
は
ま
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

仏
蘭
西
の
文
明
は
殆
ど
全
く
自
給
自
足
の
文
明
で
す
。
そ
の
点
は
実
に
驚
嘆

に
値
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
故
又
外
国
の
文
明
に
対
し
て
は
無
頓
着
で
す
。

南
米
や
西
班
牙
等
羅
甸
民
族
の
文
明
的
宗
主
国
と
し
て
、
希
臘
、
羅
甸
の
他

（
読
点
原
本
）

に
は
自
国
語
し
か
□（
注
、
原
本
破
損
）は
な
い
、 

こ
こ
の
大
家
は
、 

そ
れ
ら
の

追
随
国
に
対
し
て
族
長
的
の
寛
容
と
威
厳
と
を
示
し
続
け
て
居
ま
す
。
外
国

の
文
明
は
彼
等
に
取
つ
て
は
キ
ユ
ウ
リ
オ
ジ
テ
エ（
注
、  curiosity 
に
当
る
フ

ラ
ン
ス
語
）で
す
。

此
間
こ
の
地
で
大
騒
を
し
た
日
本
美
術
の
展
覧
会
な
ど
も
、
グ
ウ
ル
メ
エ
た

る
彼
等
に
取
つ
て
は
ほ
ん
の
一
寸
し
た
キ
ユ
ウ
リ
オ
ジ
テ
エ
で
し
た
。

そ
し
て
こ
の
観
察
の
証
拠
と
し
て
、

二
三
日
前
の
晩
、
一
人
の
医
者
で
、
古
本
と
版
画
道
楽
の
人
の
家
に
行
き
ま

し
た
。
伊
太
利
の
古
書
、
波
斯
の
小
画
の
外
に
日
本
の
絵
本
を
沢
山
持
つ
て

ゐ
ま
し
た
。
仏
蘭
西
人
は
早
く
錦
絵
の
線
、
色
彩
の
美
を
発
見
し
ま
し
た
が
、

恐
ら
く
ま
だ
南
画
の
意
味
を
感
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。

と
言
う
。
こ
の
点
は
、
あ
る
い
は
近
年
は（
例
え
ば
去
年
他
界
し
た
ベ
ル
ナ
ー
ル
・

フ
ラ
ン
ク
の
よ
う
な
人
を
思
え
ば
）い
く
ら
か
事
情
が
変
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ず
、

続
く
次
の
段
落
も
日
本
文
学
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
人（
あ
る
い
は
外
国

人
）の
す
べ
て
に
該
当
す
る
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
と
し
て
心
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
は
あ
る
。

嘗
つ
て
ソ
ル
ポ
ン
ヌ
で
日
本
歌
学
史
を
講
ず
る（
注
、
後
述
の
ル
ヴ
ォ
ン
が
で

あ
ろ
う
）の
を
傍
聴
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
万
葉
古
今
の
名
匠
も
こ
の
国
の

ト
リ
ス
テ
ス

言
葉
に
直
さ
れ
て
見
る
と
、 

全
く
の
た
だ
事
で
、 

理
由
を
説
明
し
な
い 「
悲  

み
」

が
風
、
雨
、
草
、
鳥
の
名
に
結
び
付
け
ら
れ
て
あ
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
更
に
、

私
は
割
合
に
早
く
か
ら
西
洋
の
文
学
に
親
し
ん
だ
が
、
然
し
今
其
本
源
の
地

に
来
て
み
れ
ば
已
に
其
余
り
に
東
洋
的
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

と
言
い
、「
日
本
に
於
て
嘗
て
知
ら
れ
な
か
つ
た
方
面
―
―
も
つ
と
強
く
人
間
本
然

の
欲
求
、
そ
の
運
命
を
認
識
し
た
基
礎
の
上
に
、
自
分
の
文
明
的
仕
事
を
建
設
し
た

い
」
が
、
そ
れ
は
か
な
り
空
し
い
努
力
で
あ
り
、
東
洋
的
世
界
に
浸
り
た
い
と
い
う

「
幻
想
」
が
パ
リ
に
居
て
も
自
分
を
「
誘
惑
」
す
る
が
、「
一
旦
こ
の
地
の
文
明
を
見

た
上
で
は
、
お
い
そ
れ
と
」
そ
れ
に
屈
す
る
わ
け
に
も
行
か
な
い
。「
そ
し
て
希
臘

的
、
基
督
的
の
建
設
的
精
神
に
な
ら
う
と
す
る
と
、
く
ら
く
ら
と
お
ぢ
け
が
付
い

て
」
く
る
と
い
う
、
懊
悩
と
彷
徨
の
告
白
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
彼
は
、
東

大
医
学
部
の
学
生
時
代
か
ら
新
詩
社
の
同
人
や
パ
ン
の
会
の
メ
ン
バ
ー
と
交
わ
り
、

（
追
記
1
）

(225)
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偶
然
の
動
機
か
ら
で
は
あ
っ
た
が
鴎
外
の
知
遇
を
も
得
て
、
西
洋
の
文
学
・
文
明
に

対
し
て
は
、
当
時
の
若
者
の
平
均
を
遥
か
に
上
回
る
知
識
と
理
解
を
有
し
、
ま
た
右

の
よ
う
な
苦
労
を
一
倍
敏
感
に
感
ず
る
方
で
あ
っ
た
に
は
違
い
な
い
が
、
こ
う
し
た

悩
み
と
迷
い
は
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
少
し
で
も
欧
米
の
現
実
を
知
っ
た
人
に

は
共
通
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
典
型
を
見
せ
て
い
る
点
で
も
杢
太
郎
の

日
記
は
興
味
深
い
。

七

右
に
言
及
し
て
い
た
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
聴
講
の
こ
と
は
、﹇
二
﹈（
大
正
十
一
年
）の

「
一
月
廿
六
日
」
に
見
え
る
。
こ
の
日
の
記
事
は
書
簡（
前
の
分
類
の 

C
）で
、
宛
名

の
部
分
は
『
日
記
』
で
は
省
か
れ
て
い
る
が
、
あ
る
い
は
与
謝
野
寛
宛
か
も
知
れ
な

い
。「
度
々
御
手
紙
を
頂
き
な
が
ら
、
つ
ひ
御
無
沙
汰
し
ま
し
た
」
に
始
ま
っ
て
、

短
い
近
況
報
告
の
後
、

◯
雑
誌
を
お
送
り
す
る
こ
と
を
つ
ひ
怠
つ
て
ゐ
ま
す
。
普
通
の
好
い
文
学
雑

誌
は
全
く
無
装
飾
で
す
！

絵
入
の
雑
誌
は
つ
ま
ら
な
い
も
の
許
り
で
す
。

唯
数
種
の
美
術
雑
誌
が
多
少
御
参
考
に
な
る
も
の
と
思
ひ
升
。

◯
倫
敦
以
来
南
蛮
熱
が
又
復
活
し
ま
し
た
。
殊
に
巴
里
は
カ
ト
リ
ク
の
御
寺

が
多
く
、
そ
の
方
に
刺
戟
さ
れ
升
フ
ラ
ン
ソ
ア
・
サ
ビ
エ
エ（
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
フ
ラ
ン
ス
語
）の
伝
記
を
集
め
た
い
と
思
ひ
升
が
、
中
々
集

り
ま
せ
ん
。

と
い
う
二
つ
の
段
落
が
あ
り
、
こ
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
に
注
意
さ
れ
る
が
、
そ
の
次
に

◯
今
日
こ
れ
か
ら S

orbonne 

に M
onsieur R

evon 

の
日
本
文
学
史
の
講
義

を
聴
き
に
徃
か
う
と
思
つ
て
ゐ
升
。
こ
の
人
は
十
年
許
前
に
東
京
大
学
に
法

律
の
講
座
を
持
つ
て
ゐ
た
人
で
す
が
、
当
地
で
は
法
律
で
は
な
く
日
本
文
明

史
を
教
へ
て
ゐ
升
。
こ
の
間
紹
介
せ
ら
れ
そ
の
家
を
訪
問
し
ま
し
た
が
、
上

品
な
い
い
人
で
し
た
。

と
あ
る
。
そ
し
て
「
和
歌
、
俳
句
及
び
能
、
狂
言
の
こ
と
を
話
し
て
」
い
た
が
、
杢

太
郎
は
そ
の
方
面
が
不
確
か
な
の
で
、
必
要
な
ら
「
研
究
に
必
要
な
」
日
本
の
書
物

を
「
取
り
寄
せ
る
位
の
こ
と
は
し
よ
う
と
約
束
」
し
た
の
で
、
気
づ
い
た
も
の
が

あ
っ
た
ら
送
っ
て
ほ
し
く
、
ま
た
自
分
で
も
「
そ
の
う
ち
能
位
は
翻
訳
し
て
覧
た
い

と
」
思
う
と
言
い
、「
坪
内
さ
ん
の
編
輯
し
た
近
松
の
本
文（
註
解
共
、
早
稲
田
出

版
）が
あ
つ
た
ら
」
大
使
館
宛
に
送
っ
て
く
れ
な
ど
と
書
い
て
い
る
。
ル
ヴ
ォ
ン
の

名
は
有
名
で
あ
る
が
、
直
接
面
談
・
聴
講
し
た
体
験
談
は
貴
重
と
言
え
る
。

日
本
人
仲
間
と
の
交
際
と
し
て
『
日
記
』
に
見
え
る
も
の
は
多
く
な
い
。﹇
大
正

十
年
日
記
﹈
に
見
え
た
穂
積
重
威
の
こ
と
は
、
前
稿
に
述
べ
た
。
そ
こ
に
述
べ
た
古

宇
田
と
も
﹇
二
﹈
の
十
・
13
に
パ
リ
の
宿
で
邂
逅
し
て
お
り
、
そ
の
他
で
は
画
家

の
正
宗
得
三
郎
・
和
田
英
作
、
美
術
史
家
の
児
島
喜
久
雄
が
目
立
ち
、
こ
れ
も
前
稿

に
述
べ
た
田
村
春
吉
の
名
も
﹇
二
﹈
に
出
る
こ
と
、
後
に
例
示
す
る
ご
と
く
で
あ

る
。
正
宗
は
、
石
井
柏
亭
の
『
柏
亭
自
伝
』（
子
息
潤
氏
編
、
中
央
公
論
美
術
出

版
・
昭
四
六
）に
付
さ
れ
た
年
譜（
こ
れ
も
潤
氏
編
）の
「
大
正
十
二
年 

42（
注
、
数

え
年
）」
の
条
に
「
パ
リ
に
滞
在
。
春
正
宗
得
三
郎
と
イ
タ
リ
ア
に
遊
び
、
ナ
ポ
リ
、

ソ
レ
ン
ト
、
ア
ス
シ
ジ
で
画
作
」
と
あ
る
。
杢
太
郎
は
そ
の
年
二
月
中
旬
か
ら
四
月

半
ば
ま
で
ナ
ポ
リ
・
ソ
レ
ン
ト
・
ロ
ー
マ
・
シ
エ
ナ
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
・
ヴ
ェ
ネ

（
19
）

（
20
）

（
21
）

(224)
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ツ
ィ
ア
・
ミ
ラ
ノ
な
ど
を
旅
し
て
い
た
が
、
そ
こ
で
石
井
・
正
宗
ら
に
会
っ
た
形
跡

は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。
因
み
に
、﹇
一
﹈ （
大
正
十
年
）の
「le 10 N

ov. 1921

」（
前

記
の
分
類
で 

D
） 

に
「M

r. T
héodore D

uret./4 R
ue V

ignon
/

　

/L
ivre et album

: illustré du Japon p. T
h. D

uret

」（
最
後
の
行
は B

ook

and album
: illustrated of Japan by T

h. D
uret 

の
意
）と
あ
る
中
の
「
石
井
」
は
、

当
時
柏
亭
は
ま
だ
日
本
に
居
た（
右
の
年
譜
に
よ
れ
ば
十
一
年
十
二
月
に
ア
メ
リ
カ

に
渡
り
、
年
末
に
大
西
洋
を
越
え
て
十
二
年
一
月
に
フ
ラ
ン
ス
に
上
陸
）か
ら
、
不

明
の
別
人
で
あ
る
。

た
だ
正
宗
と
は
パ
リ
で
折
々
会
っ
て
い
た
ら
し
く
、
前
稿
第
三
節
に
も
引
用
し
た

﹇
三
﹈
の
元
日 （
D
） 

と
そ
の
資
料
に
な
っ
た
﹇
四
﹈（『
日
記
』
に
は
省
か
れ
て
い

る
）  

の
同
日
と
に
、「
日
本
人
倶
楽
部
」
に
同
行
し
て（
こ
こ
を
そ
の
よ
う
に
読
む
）

「
ざ
う
煮
を
食
」
っ
た
他
、
そ
の
五
日
に
は

夜
正
宗
の
處
に
往
く
。（
男
女
各
一
人
の
日
本
人
名
、
今
略
す
。
来
会
者
に
違

い
な
い
）う
ど
ん
を
手
手
に
こ
し
ら
へ
て
食
ふ
。

と
い
う
記
事
が
あ
る
。

和
田
と
児
島
に
つ
い
て
は
、﹇
一
﹈
の
「
十
月
廿
九
日
」（
C
、
宛
名
は
な
い
が
、

恐
ら
く
妻
正
子
宛
）
に
、「
廿
六
日
朝
十
一
時 L

ondon 

発
。/

7
時
過 Paris 
の

gare du nord 

に
着
。
そ
れ
か
ら
、H

ôtel C
am

pbel 

に
投
宿
。（
こ
の
次
、「
不
日

家
を
捜
す
」
こ
と
な
ど
略
）」（
原
文
横
書
、
句
読
点
は
ピ
リ
オ
ド
・
コ
ン
マ
）の
後
、

と
あ
る
。
そ
れ
と
前
後
し
て
「26. O

ct. 1921

」（
A
、
以
下
二
日
は
西
暦
は
省
略

し
て
引
用
す
る
）
に
「M

r. W
ada

」
の
一
行
、
翌
「27. O

ct.

」（
A
）に
は
「M

r.

W
ada./M

r. K
. K

ojim
a.

」
の
二
行
、「29. X

.

」
に
も
「M

r.A
m

ano./ M
r.W

ada.

」

の
二
行
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
日
に
会
っ
た
の
意
で
あ
ろ
う
。

児
島
の
名
は
「30. X

. 1921 D
im

anche ( =
Sunday)

」（
A
）に
も
「K

ojim
a

—

A
m
erican H

ou.

」（H
ou. 

は
不
明
）と
あ
る
他
、
続
く
﹇
日
付
不
明
﹈
の
木
村
（
荘

八
）宛
の
書
簡 （
C
）に
も
「
巴
里
は
非
常
に
い
い
。
児
島
喜
久
雄
君
と
よ
く
一
緒
に

歩
く
」
と
見
え
、
十
一
月
三
日 （
D
） 

に
は
「
児
島
君
十
二
時
頃
ま
で
ゐ
る
」（
横

書
）と
あ
る
。
同
十
日
に
デ
ュ
レ
ー
を
「
石
井
、
児
島
ト
尋
」
ね
た
こ
と
は
、
前
述

し
た
。
翌
日
の
「
11（
注
、
こ
の
次
に
『
日
記
』
は
？
を
打
つ
が
、
原
本
で
は
そ
う

と
は
断
定
で
き
な
い
、
記
号
め
い
た
形
）V

en
d

red
i ( =

F
rid

ay
)

」（
A
）は
、

「É
cole, C

ojim
a, L

ouvre,
/

C
ourb

et 

の
素
描
や/

M
anet 

の O
lym

pia.
/

D
elacroire

/M
r. H

osum
i./Solidarité Sociale 

ノ
コ
ト
ヲ
話
ス
」
が
全
文
で
あ
る

が
、
つ
な
ぎ
の
語
を
補
っ
て
翻
訳
す
れ
ば
、

先
ず
ベ
ル
リ
ッ
ツ
の
学
校
へ
行
っ
た
。
次
に
児
島
と
ル
ー
ブ
ル
へ
行
き
、  

ク
ー

ル
ベ
の
デ
ッ
サ
ン
や
マ
ネ
ー
の
オ
ラ
ン
ピ
ア
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
作
品
な
ど
を

見
た
。
次
に
穂
積
氏（
前
稿
注
24
に
記
し
た
重
威
）と
社
会
の
連
帯
に
つ
い
て

話
し
た
。

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は C

ojim
a 

と
綴
っ
て
い
る
。

石
井

，
児

島
ト

（
22
）

（
23
）

（
24
）

此
宿

に
は

和
田

英
作

氏
が

宿
つ

て
ゐ

る
．

僕
の

室
は

水
道

あ
つ

て
 32 Franc

=

3yén. （
和

田
氏

の
は

85 Franc） （
中

略
，

前
夜

大
使

館
参

事
官

の
  「

芦
田

と

い
ふ

人
に

和
田

さ
ん

と
招

れ
」 「

日
本

料
理

」
を

振
舞

わ
れ

た
こ

と
も

記
す

）

児
島

喜
久

雄
君

と
い

ふ
，

よ
く

知
つ

て
ゐ

る
学

習
院

の
先

生
が

直
き

近
く

の

宿
に

ゐ
る

．

（
追
記
2
）

尋
ネ

ル

(223)



17

そ
し
て
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
年
十
一
月
二
十
七
日
付
の
妻
宛
の
長
文
の
書
簡

（『
全
集
』
第
二
十
三
巻
所
収
、
番
号
一
九
三
）の
一
節
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

当
地
は
か
な
り
知
つ
た
日
本
人
が
あ
る
が
あ
ま
り
つ
き
合
は
な
い
、
つ
き
合

つ
て
ゐ
る
の
は

児
島
君

学
習
院
教
授

松
井
君

高
杉
君

同
専
門
海
軍
々
医
中
佐

近
藤
君

紐
育
の
正
金（
注
、
先
年
三
菱
銀
行
と
合
併
し
た
東
京
銀
行
の

前
身
「
横
浜
正
金
銀
行
」
の
略
）を
や
め
て
巴
里
で
勉
強
し
て

ゐ
る
男

（
マ
マ
）

だ
け
だ
。
独
乙
仏
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
す
る
医
者
は
下
等
な
の
が
多
い
か
ら
つ

き
あ
は
ぬ

医
学
の
人
が
一
番
下
等
で
独
乙
あ
た
り
で
は
教
授
が
日
本
の
留

学
生
は
昔
か
ら
見
る
と
品
が
落
ち
た
と
歎
息
し
て
ゐ
る
さ
う
だ
。

と
あ
る
。
そ
し
て
恐
ら
く
こ
の
書
簡
を
基
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
、﹇
一
﹈の
「
十
一
月

廿
七
日

の
手
紙
に
書
く
」
と
題
し
た
記（
D
）の
末
尾
に
、「
児
島

松
井

高
杉

近
藤
／
今
日
の
ひ
る
松
井
の
處
で
ラ
イ
ス
カ
レ
エ
を
た
べ
る
」
と
あ
る
。

こ
の
人
達
と
の
交
際
は
翌
年（
大
一
一
）の
﹇
二
﹈
に
も
見
え
、
例
え
ば

午
前
高
杉
君
を
訪
ね
る
。
中
食
ホ
テ
ル
。
午
后
田
村
君
と
外
出
。

夕
、
支
那
料
理
、
児
島
君
に
会
す
。
画
工
の
カ
フ
エ
に
（
注
、「
カ
フ
ェ
ー
で
」

の
意
で
あ
ろ
う
）チ
ヨ
コ
レ
エ
ト
の
む
。（
一
・
22
）

と
か（

前
略
）松
井
と
一
緒
に
午
食
。

二
時
高
杉
君
の
所
に
ゆ
く
。
田
村
在
り
。（
中
略
、
二
箇
所
へ
行
き
）又
高
杉
の

家
に
帰
り
、
四
時
半
ガ
ア
ル
・
ド
・
リ
ヨ
ン
に
行
く
。
三
人
カ
フ
エ
エ
に
て

七
時
ま
で
話
し
て
別
れ
る
。（
高
杉
マ
ル
セ
イ
ユ
に
立
つ
な
り
。）

田
村
と
支
那
料
理
屋
に
ゆ
き
、（
中
略
）帰
宅（
十
時
）。（
一
・
27
）

の
ご
と
く
で
、
あ
る
時
期
は
頻
繁
で
あ
る
。
た
だ
、
会
っ
て
ど
ん
な
こ
と
を
話
し

合
っ
た
か
が
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
仙
台
で
同
僚
に
な
る

（
マ
マ
）

小
宮
豊
隆
の
名
は
、﹇
三
﹈
の
（1924

）一
・
3
の
条
に
、「（
前
略
）H

ôtel C
am

bel

に
」
訪
ね
た
と
見
え
る
。

最
後
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
の
は
、
一
つ
は
言
語
論
、
特
に
日
本
語
を
論
じ
た
次

の
一
節（﹇
三
﹈ 

の24. V
I. 1923

、 

A
）で
あ
る
。
途
中
ま
で
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、

ど
う
し
て
言
葉
を
美
し
く
す
る
こ
と
が
出
来
や
う
か
。
こ
の
場
合
出
来
る
だ

ら
う
と
し
た
方
が
可
い
か
し
ら
。
或
は
ど
う
し
て
言
葉
を
美
し
く
す
べ
き
か

と
云
は
う
か
。
そ
れ
と
も
為
た
も
ん
だ
ら
う
か
と
云
ふ
や
う
に
言
つ
た
方
が

い可
い
か
し
ら
。

文
章
語
を
成
る
べ
く
現
在
の
口
語
に
近
け
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
が
、
日
本

の
言
葉
は
甚
だ
融
通
が
き
く
や
う
で
其
実
必
し
も
さ
う
で
な
い
。
ど
つ
ち
か

と
云
へ
ば
希
臘
語
や
独
逸
語
な
ど
よ
り
も
羅
甸
語
、
仏
蘭
西
語
に
近
く
、
造

語
が
む
づ
か
し
く
簡
潔
に
物
語
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
近
来
は
、
支
那
文

明
が
衰
へ
て
、
西
洋
文
明
が

（
空
白
）か
ら
、
実
利
に
敏
い
黄
色
倭
躯
の

（
マ
マ
）

此
国
民
は
、
逸
早
く
も
牛
を
馬
に
乗
り
換
へ
よ
う
と
漢
字
制
限
や
羅
馬
使
用

な
ど
を
実
際
問
題
に
し
て
騒
い
で
居
る
が
、
日
本
の
文
章
が
と
に
角
或
る
美

（
25
）

（
26
）

(222)
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し
さ
を
得
来
つ
た
の
に
は
、
支
那
の
文
字
に
負
ふ
所
が
甚
だ
多
い
。
甚
だ
多

い
と
云
ふ
、
そ
の
甚
だ
は
、
口
調
の
為
め
の
﹇
以
下
欠
﹈

と
論
じ
て
い
る
。
杢
太
郎
が
戦
後
の
国
語
国
字
政
策
を
見
た
ら
、
ど
う
言
う
で
あ
ろ

う
か
。

も
う
一
つ
は
、
独
仏
の
比
較
で
あ
る
。﹇
二
﹈（
大
一
一
）の
「
九
月
十
五
日

伯

林
」  （
A
）に
、

夜
テ
ヤ
テ
ル
ハ
ウ
ス
。
外
題
タ
ツ
ソ
。
役
者（
三
名
の
配
役
、
今
略
す
）.

演
出

法
、
き
ま
じ
め
で sec

( =
dry). 

発
音
コ
メ
ヂ
イ
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
を
聴
い
た
あ

と
で
は
ゴ
ツ

し
て
ゐ
る
。
聴
衆
ま
た
き
ま
じ
め
で
、
せ
き
ば
ら
ひ
一
つ
、

足
音
一
つ
さ
せ
ぬ
。

と
あ
る
の
は
、
両
国
の
国
語
と
国
民
性
と
の
直
感
的
比
較
と
し
て
面
白
い
が
、
同
じ

く
「
十
月
廿
五
日
」（
A
）に

他
の
一
事
を
知
る
こ
と
は
、
他
の
一
事
に
対
し
て
疑
を
起
さ
す
こ
と
に
な
る
。

独
乙
に
行
つ
た
為
め
―
―
そ
こ
で
は
、
仏
蘭
西
を
知
つ
た
こ
と
の
為
め
に
悪

く
見
た
が
、
今
は
却
つ
て
―
―
仏
蘭
西
に
対
し
て
も
始
め
ほ
ど
の
好
意
を
感

ぜ
な
く
な
つ
た
。
語
学
な
ど
も
熱
心
に
覚
え
込
ま
う
と
い
ふ
態
の
甚
だ
滅
却

（
マ
マ
）

し
た
こ
と
覚
え
る
。

と
あ
る
の
は
、
ど
う
解
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
杢
太
郎
は
も
と
も
と
中
学
か

ら
ド
イ
ツ
語
を
学
ん
で
あ
る
程
度
ド
イ
ツ
語
・
ド
イ
ツ
文
化
に
も
親
し
み
を
持
っ
て

い
た
と
こ
ろ
へ
、
文
学
・
美
術
へ
の
関
心
も
あ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
と
フ
ラ
ン
ス
語
・
フ

ラ
ン
ス
文
化
に
も
近
づ
き
、
専
門
の
研
究
の
た
め
に
フ
ラ
ン
ス（
パ
リ
・
リ
ヨ
ン
）に

留
学
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
好
悪
親
疎
の
感
情
の
揺
れ
は
、
誰
に
も
し
ば
し

ば
、
特
に
若
い
時
に
は
、
あ
る
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、
彼
は
こ
う
し
た
こ
と
に
も

人
一
倍
敏
感
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

杢
太
郎
の
留
学
日
記
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
ま
だ
他
に
も
多
い
。
特
に
前
稿

に
も
少
し
ふ
れ
た
ヌ
エ
ッ
ト
と
の
交
際（
主
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
の
個
人
教
授
）や
学

生
時
代（
明
治
四
十
四
年
）に
日
本
各
地
を
案
内
し
た
「
ド
イ
ツ
の
東
洋
美
術
研
究
家

ク
ル
ト
・
グ
ラ
ザ
ア
夫
妻
」（
前
記
「
年
譜
」）と
の
文
通
や
再
会
、
ま
た
創
作
の
構

想
メ
モ
と
見
ら
れ
る
も
の
が
何
箇
所
か
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
に
も
ふ
れ
た
か
っ
た

が
、
す
で
に
規
定
の
紙
数
を
超
え
た
の
で
、
他
日
に
譲
る
。

注

（
1
）
前
稿
の
抜
刷
を
『
日
記
』
の
校
訂
者
で
「
後
記
」
の
筆
者
で
も
あ
る
新
田
義
之
氏
に

も
お
送
り
し
た
と
こ
ろ
、
6
・
7
の
各
冒
頭
一
葉
の
コ
ピ
ー
を
送
っ
て
下
さ
っ
た
が
、

そ
れ
で
見
て
も
6
も
当
時
の
記
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
2
）
杢
太
郎
が
上
陸
し
た
の
が
シ
ア
ト
ル
か
ヴ
ァ
ン
ク
ー
ヴ
ァ
ー
か
に
つ
い
て
前
稿
注
18

に
も
一
言
し
、
川
口
朗
氏
「
杢
太
郎
『
欧
米
日
記
』
ノ
ー
ト
」（『
甲
南
大
学
紀
要
文
学

編
』
44
、
昭
五
七
・
三
）に
賛
同
す
る
形
で
、「
ヴ
ァ
ン
ク
ー
ヴ
ァ
ー
に
上
陸
し
、
そ
れ

か
ら
汽
車
で
シ
ア
ト
ル
へ
向
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
た
が
、
六
月
十
日
付
妻

正
子
宛
書
簡
（『
全
集
』
第
二
十
三
巻
所
収
、
書
簡
番
号
一
六
七
）に
「
昨
日
五
時
頃
シ

ヤ
ト
ル
入
港
、
税
関
事
務
、
九
時
頃
マ
デ
カ
カ
リ
」
云
々
と
あ
る（
因
み
に
「
大
谷
光
瑞

氏
ハ V

ictoria 

下
船
」
と
あ
る
）の
に
よ
れ
ば
、
や
は
り
シ
ア
ト
ル
上
陸
が
正
し
い
か
。

因
み
に
、「
欧
米
日
記
一
〜
三
」
が
後
日
の
編
集
に
な
る
こ
と
に
気
づ
い
て
お
ら
れ
な

か
っ
た
川
口
氏
は
、
右
論
攷
の
注
7
以
下
で
、
そ
れ
ら
の
記
事
と
書
簡
や
随
筆
の
記
述

と
の
間
に
見
え
る
時
日
の
相
違
に
疑
問
を
呈
し
あ
る
い
は
困
惑
し
て
お
ら
れ
る
点
が
あ

る
。

（
3
）
実
業
家
。
原
富
太
郎
の
長
男
。
拙
稿
「
文
人
学
者
の
留
学
日
記
大
正
篇
―
―
阿
部
次

（
27
）

く
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郎（
続
篇
）と
小
宮
豊
隆
―
―
」 （
I
C
U 『
人
文
科
学
研
究
』
第
二
八
号
、
一
九
九
七
・

三
）  
の
注
16
に
簡
単
に
紹
介
し
た
。
な
お
、
こ
の
旅
行
よ
り
後
の
八
月
三
十
一
日
付

で
彼
に
宛
て
た
書
簡
が
﹇
欧
米
日
記
三
﹈
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
後
日
返
し
て

貰
っ
て
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
御
葉
書
今
朝
拝
見
。
巴
里
に
て
お
目
に
か
ゝ
れ
ざ
り
し

は
残
念
」
で
始
ま
っ
て
、「
ク
ウ
ル
ベ
エ
の
喫
茶
図
」
の
こ
と
か
ら
「
児
島
君
巴
里
に
ゆ

き
て
ま
だ
帰
り
来
ら
ず
。（
中
略
）小
宮
君（
注
、
豊
隆
）も
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ヴ
イ
に
ゆ
き
」

と
か  「
こ
の
間
一
寸
石
井
柏
亭
君
が
見
え
て
」、
あ
る
い
は
「
ス
ペ
イ
ン
の
旅
は
う
ら

（
マ
マ
）

や
ま
し
く
思
ひ
ま
す
。
小
生
も
是
非
今
春
は
ゆ
き
度
思
ひ
ま
す
」
な
ど
、
注
意
す
べ
き

内
容
も
あ
る
。
ま
た
「
希
臘
の
こ
と
、
児
島
君
帰
つ
て
か
ら
相
談
の
上
御
返
事
し
ま
せ

う
」
と
い
う
の
は
、
一
行
が
エ
ジ
プ
ト
の
帰
途
に
寄
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
ギ
リ
シ
ア
が

「
悪
疫
が
あ
つ
て
行
け
ぬ
こ
と
に
な
つ
た
」（
こ
の
年
一
月
三
十
日
付
妻
宛
阿
部
次
郎
書

簡
五
○
一
、
拙
稿
「
阿
部
次
郎
の
留
学
日
記
」〈
I
C
U 『
ア
ジ
ア
文
化
研
究
』 

別
冊
7
、

一
九
九
七
・
三
〉
第
三
節
参
照
）の
で
、
原
が
改
め
て
ギ
リ
シ
ア
観
光
を
提
案
し
た
の
に

対
す
る
返
事
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
旅
程
変
更
に
つ
い
て
は
、
杢
太
郎
も
岳
父
河
合

浩
蔵
宛
書
簡（
こ
の
年
一
・
31
、
ル
ク
ソ
ー
ル
に
て
、
書
簡
番
号
二
一
三
）に
「
実
は
カ

イ
ロ
よ
り
希
臘
に
ゆ
く
筈
の
處
目
下
流
行
病
猩
獗
と
の
報
を
得
予
定
を
変
し
ナ
イ
ル
の

中
流
ま
で
来
た
る
次
第
候
」
と
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
へ
戻
っ
て
か
ら
の
妻
宛
書
簡（
二
・
21
、

ソ
レ
ン
ト
に
て
）に
も
ほ
ぼ
同
内
容（「
雅
典
〈
注
、
ア
テ
ネ
〉
に
疫
病
が
出
た
と
の
報
知

が
来
て
」
と
あ
る
）を
言
う
。

ま
た
こ
の
エ
ジ
プ
ト
・
イ
タ
リ
ア
旅
行
は
、『
木
下
杢
太
郎
画
集
第
二
巻
紀
行
集
』

の  「
解
説
」（
新
田
義
之
氏
）も
引
用
す
る
、
こ
の
年
二
月
十
日
と
記
し
て
木
村
荘
八
宛

書
簡
の
形
を
と
る
「
埃
及
旅
行
の
後
に
」（『
全
集
』
第
十
二
巻
、
初
出
は
『
中
央
美
術
』

大
一
二
・
九
の
由
。『
全
集
』
の
「
後
記
」
は
日
付
を
二
十
日
の
誤
り
か
と
疑
う
が
、
第

二
十
三
巻
の
書
簡
集
に
も
収
録
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
創
作
的
書
簡
で
は
あ
る
ま
い
か
）に

「
若
し 

H 

氏
が
僕
を
其
旅
行
に
促
さ
な
か
つ
た
ら
」
云
々
と
あ
り
、
原
が
誘
っ
た（
そ

し
て
費
用
を
負
担
し
た
と
、
右
に
ふ
れ
た
妻
宛
書
簡
に
見
え
て
い
る
。
な
お
医
師
で

あ
っ
た
杢
太
郎
を
誘
っ
た
主
な
意
図
は
、
身
体
の
弱
い
夫
妻
の
「
健
康
の
顧
慮
か
ら
」

だ
と
あ
る
）も
の
で
あ
っ
て
、
メ
ン
バ
ー
は
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
人
々
の
他
に
、
阿
部
の

「
年
譜
草
稿
」（
右
拙
稿
参
照
）な
ど
に
よ
れ
ば
小
林
古
径
、
右
の
阿
部
書
簡
に
よ
れ
ば
金

子
ま
さ
子
な
る
人（
前
述
の
岳
父
宛
書
簡
に
よ
れ
ば
児
島
の
親
類
で
「
ピ
ア
ノ
学
習
の
為

に
洋
行
」
し
た
人
）も
、
同
行
し
て
い
る
。

（
4
）
﹇
欧
米
日
記
三
﹈
の
「
七
月
廿
X
日

1923

」
と
あ
る
条
。
こ
の
日
の
記
事
は
、
さ
き

の
表
に
も
示
し
た
よ
う
に
、
も
と
も
と
日
記
と
し
て
記
し
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
人

へ
の
書
簡
の
前
半（
や
や
大
き
な
メ
モ
用
紙
の
両
面
と
二
枚
目
に
一
行
と
、『
日
記
』
に

﹇
以
下
欠
﹈
と
あ
る
よ
う
に
、
内
容
的
に
は
中
絶
し
て
い
る
）を
、
当
時
現
地
で
記
し
た

「27. V
II.

」
と
後
日
に
記
し
た
と
見
ら
れ
る
「
八
月
三
日1923

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
、
ホ

テ
ル
、
ウ
イ
ク
ト
リ
ア
」
と
頭
書
す
る
一
行
の
記
事
と
の
間
に
挟
ん
だ
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
そ
の
書
簡
の
相
手
は
、
用
語
・
文
体
・
内
容
等
か
ら
、
恩
師
の
土
肥
慶

蔵
（
前
稿
注
9
参
照
）
と
思
わ
れ
る
。

（
5
）
念
の
た
め
に
言
う
が
、
以
下
に
列
挙
さ
れ
た
地
名
の
「
マ
ド
リ
イ
」
や
「
リ
ス
ボ
ア
」

は
現
地
語
の
発
音
に
近
づ
け
た
表
記
で
、
誤
記
や
誤
植
で
は
な
い
。

（
6
）
そ
う
し
た
話
題
は
、
恩
師
土
肥
慶
蔵
や
友
人
田
村
春
吉（
前
稿
第
五
節
終
近
く
参
照
）

宛
の
書
簡（
例
え
ば
『
全
集
』
第
二
十
三
巻
の
書
簡
一
七
三
・
一
七
九
・
一
八
七
、
二
○

五
・
二
三
七
等
、
土
肥
宛
の
前
三
者
は
『
皮
膚
科
及
泌
尿
器
科
雑
誌
』
に
載
せ
ら
れ
た
）

で
処
理
し
た
よ
う
で
あ
る
。

（
7
）
こ
の
人
物
は
、
以
下
に
一
部
を
引
用
す
る
書
簡
の
内
容
か
ら
、
医
学
あ
る
い
は
生
物

学
専
攻
の
後
輩
と
思
わ
れ
る
が
、
川
嵜
あ
る
い
は
川
崎
に
し
て
も
河
嵜
あ
る
い
は
河
崎

に
し
て
も
、
鉄
門
倶
楽
部（
前
稿
注
11
末
尾
参
照
）や
学
士
会
の
名
簿
に
該
当
者
が
見
え

ず
、
目
下
不
明
で
あ
る
。

（
8
）
﹇
四
﹈（
大
一
三
）の
「
弐
月
九
日
」（
原
文
横
書
、
句
読
点
は
ピ
リ
オ
ド
・
コ
ン
マ
）の

こ
と
は
紙
幅
の
都
合
で
こ
こ
に
記
す
が
、「
今
日
ハ
午
前 H

ôpital St. L
ouis 

ニ
ユ
キ
久

振
ニ
テ D

r. Sabouraud 

ニ
会
ヒ
タ
リ
」
で
始
ま
り
、「Policlinique 

ハ
前
ト
ハ
異
ル
部

屋
デ
ア
ツ
タ
。（
中
略
） Fungus 

の C
lassification 

に
関
す
る Tirage （
注
、
〜 à part

の
略
、
抜
刷
。
前
年
十
月
に
ラ
ン
ゲ
ロ
ン
と
共
同
で
考
案
し
た
分
類
法
の
と
思
わ
れ
る
）

を
贈
呈
し
た
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
前
後
に
か
つ
て
の
同
僚
た
ち
の
消
息
を
記
し
て
、

「L
abor. de paras.

（
注
、L

aboratoire de la parasitose

、
寄
生
虫
症
研
究
室
か
）に
勝

沼
が
訪
ね
て
来
た
」
な
ど
と
あ
る
。

こ
の
「
勝
沼
」
は
、
こ
の
こ
ろ
外
遊
し
て
い
た
と
い
う
文
献
を
見
出
さ
な
い
が
、
当

時
愛
知
医
大
教
授
の
勝
沼
精
蔵
で
あ
ろ
う
。
東
大
医
学
部
で
杢
太
郎
と
同
期
、
内
科
学

専
攻
。
名
古
屋
帝
大
教
授
か
ら
戦
後
は
名
大
学
長
も
勤
め
、
文
化
勲
章
も
受
章
し
た
。

（
9
）
朝
永
振
一
郎
の
留
学
生
活
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
滞
独
日
記
」
に
よ
っ
て
考
察
し
た

と
こ
ろ
を
、「
朝
永
振
一
郎
の
「
滞
独
日
記
」（
I
C
U
『
人
文
科
学
研
究
』
第
二
九
号
、

(220)



20

木下杢太郎（太田正雄）の留学日記

一
九
九
九
・
三
）に
述
べ
る
。

（
10
）
杢
太
郎
が
中
学（
独
逸
学
協
会
中
学
校
、
今
の
獨
協
中
学
・
高
校
）時
代
か
ら
美
術
が

好
き
で
画
家
を
夢
見
た（
長
男
正
一
氏
の
編
ん
だ
前
記
「
年
譜
」
明
治
三
十
一
年
す
な
わ

ち
中
学
入
学
の
年
の
条
に
「
文
学
よ
り
絵
画
を
愛
し
た
と
自
ら
記
し
て
い
る
」
と
あ
る
）

が
、
高
校（
一
高
、
そ
の
医
学
部
進
学
コ
ー
ス
の
第
三
部
）
に
入
っ
て
か
ら
は
岩
元
禎
教

授（
余
談
な
が
ら
漱
石
の
「
三
四
郎
」
の
「
偉
大
な
る
暗
闇
」
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
）の

影
響
な
ど
も
あ
っ
て
美
術
に
代
り
文
学
へ
の
志
向
が
強
く
な
り
、「
文
芸
へ
の
希
望
を
断

ち
難
く
、
転
科
の
意
志
も
あ
っ
た
が
、
岩
元
禎
教
授
に
説
か
れ
て
思
い
止
ま
る
」  （
同

「
年
譜
」）
こ
と
、
し
か
し
美
術
や
文
学
へ
の
愛
着
を
終
生
捨
て
な
か
っ
た
こ
と
は
、  

既

に
周
知
に
属
す
る
と
思
う
が
、
例
え
ば
前
稿
の
注
2
と
注
10
と
に
挙
げ
た
、
杉
山
二

郎  『
木
下
杢
太
郎
―
ユ
マ
ニ
テ
の
系
譜
』
や
野
田
宇
太
郎
『
木
下
杢
太
郎
の
生
涯
と
藝

術
』  

に
も
説
か
れ
て
い
る
。

（
11
）
ヴ
ァ
ル
ラ
ー
フ
・
リ
ヒ
ャ
ル
ツ
美
術
館
（W

allraf-R
ichartz-M

useum

）
で
、
以
下
の

記
述
に
あ
る
「
ゴ
ッ
ホ
の
橋
の
絵
」
は
日
本
の
教
科
書
で
も
よ
く
見
る
「
ア
ル
ル
の
橋
」

（
一
八
八
八
）、「
ク
ウ
ル
ベ
エ
の
森
林
内
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
図
」
は
「
狩
人
の
朝
食
」（
一

八
五
八
）、「
ル
ノ
ア
ア
ル
一
枚
」
は
「
ア
ル
フ
レ
ー
ド
・
シ
ス
レ
ー
夫
妻
」
と
、
そ
れ

ぞ
れ
猿
渡
紀
代
子
氏
に
教
え
ら
れ
た
図
録
か
ら
判
る
が
、
そ
の
他
の
絵
に
つ
い
て
は
図

録
に
該
当
す
る
も
の
が
見
え
な
い
。

（
12
）
以
下
の
記
述
か
ら
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
今
、
英
語
式
に
発
音
し
て
お
く
。
な

お
、
戦
後
「
新
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
が
で
き
た
の
で
、
今
は
「
旧
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と
言
う
）と
判
る
。
同
館
の
こ
と
は
、
有
川
治
男
他
編
『
ベ
ル
リ
ン
美
術

館
2
近
代
美
術
の
展
開
』（
角
川
書
店
・
平
五
、
こ
の
書
も
猿
渡
氏
に
教
え
ら
れ
た
）の

「
フ
ラ
ン
ス
の
印
象
派
」
に
詳
し
い
。
ま
た
「
マ
ネ
の
温
室
」
と
あ
る
の
は
、
木
の
長
椅

子
に
腰
掛
け
る
女
に
椅
子
の
背
に
手
を
掛
け
た
男
が
斜
め
後
ろ
か
ら
話
し
か
け
て
い
る

「
温
室
に
て
」（
一
八
七
九
）で
あ
る
。
右
の
書
に
よ
れ
ば
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
風
景
画
と
し
て

は
「
ポ
ン
ト
ワ
ー
ズ
付
近
の
ク
ル
ー
ヴ
ル
川
の
水
車
小
屋
」（
一
八
八
一
頃
）、
モ
ネ
の

は
「
サ
ン
・
ジ
ェ
ル
マ
ン
・
ロ
コ
セ
ル
ロ
ワ
聖
堂
」（
一
八
六
六
）、
マ
ッ
ク
ス
・ 

ク
リ

ン
ガ
ー
の
大
理
石
像
と
し
て
は
「
ア
ン
フ
ィ
ト
リ
ー
テ
」（
一
八
九
八
）が
あ
る
。

（
13
）
『
エ
ア
リ
ア
ガ
イ
ド/123 

ド
イ
ツ
』（
昭
文
社
・
一
九
九
六
）の
「
旧
博
物
館 A

ltes
M

useum

」
の
項
に
「（
前
略
）二
○
世
紀
の
ド
イ
ツ
美
術
と
、
一
五
世
紀
か
ら
今
日
ま
で

の
素
描
や
版
画
を
展
示
し
て
い
る
」（
原
文
横
書
、
算
用
数
字
）
と
あ
る
。

な
お
﹇
二
﹈
に
は
こ
の
二
日
前
の
十
六
日
に
「
午
前
児
島
君
と A

ltes M
useum

 

に

希
臘
彫
刻
を
見
る
」
と
あ
り
、
続
け
て N

eues M
useum

 

に
も
行
っ
て
い
る
。
後
者
は

右
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
見
え
な
い
が
、
一
九
二
○
年
代
の
ベ
デ
カ（
ド
イ
ツ
語
版
・
英

語
版
の
『
北
ド
イ
ツ
』
や
ド
イ
ツ
語
版
の
『
ベ
ル
リ
ン
と
そ
の
周
辺
』）に
は
出
て
い
る
。

建
築
が
前
者（
一
八
二
四
―
二
八
）よ
り
後
れ
る（
一
八
四
三
―
五
五
）故
の
名
で
あ
る
ら

し
い
。

（
14
）

Friedrich M
axim

ilian T
rautz

一
八
七
七
―
一
九
五
四
。
そ
の
経
歴
等
は
武
内
博
編

『
来
日
西
洋
人
名
辞
典
』（
内
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
・
一
九
九
五
増
補
改
定
普
及
版
）
に
出

て
い
る
が
、
初
め
陸
軍
士
官
。
第
一
次
大
戦
後
日
本
研
究
を
志
し
、『
日
本
の
仏
舎
利

塔
』
の
研
究
で
ベ
ル
リ
ン
大
学
か
ら
学
位
取
得
。
ベ
ル
リ
ン
民
族
学
博
物
館
の
助
手

（
杢
太
郎
が
日
記
に
書
い
て
い
る
の
は
こ
の
時
期
）
を
経
て
東
海
道
の
研
究
で
教
授
資
格

取
得
。
一
九
三
四
〜
一
九
三
八
年
日
本
滞
在
、
後
半
四
年
は
京
都
ド
イ
ツ
文
化
研
究
所

主
任
。
一
九
三
八
年
帰
国
し
て
故
郷
カ
ル
ル
ス
ル
ー
エ
で
没
。
遺
言
に
よ
り
高
野
山
に

埋
葬
、
奈
良
大
安
寺
・
鎌
倉
東
慶
寺
に
も
墓
が
あ
る
（
以
上
、
右
辞
典
を
要
約
）。

現
在
ボ
ン
大
学
日
本
学
科
に
は
、
彼
の
集
め
た
和
古
書（
地
誌
・
道
中
記
が
多
い
が
俳

書
・
近
世
小
説
そ
の
他
も
あ
る
）
・
活
字
本
計
約
三
八
○
点
が
ト
ラ
ウ
ツ
文
庫

S
am

m
lung T

rautz 

と
し
て
保
存
さ
れ
て
お
り
（
拙
著
『
海
外
の
日
本
文
学
』
の
「
国

文
学
者
の
米
欧
回
覧
記
」
参
照
）、
そ
の
書
目
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
『
調
査
研
究
報

告
』
第
四
号
〈
昭
五
八
・
三
〉
に
載
せ
た
が
、
そ
の
後 E

va K
raft 

女
史（
前
ベ
ル
リ
ン

図
書
館
東
亜
部
長
）の
編
ん
だ
『
明
治
以
前
日
本
写
刊
本
解
説
目
録 JA

P
A

N
ISC

H
E

H
A

N
D

SC
H

R
IF

T
E

N
 U

N
D

 T
R

A
D

IT
IO

N
E

L
L

E
 D

R
U

C
K

E
 A

U
S D

E
R

 Z
E

IT
 V

O
R

1868

』
第
三
冊
（
一
九
八
八
） 

に
、
他
の
い
く
つ
か
の
文
庫
の
も
の
と
共
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
そ
の
蔵
書
印
は
「
虎
打
」
と
い
う
印
文
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
渡
辺
守

邦
・
島
原
泰
雄
共
編
『
蔵
書
印
提
要
』（
日
本
書
誌
学
大
系
44
、
青
裳
堂
書
店
・
昭
六

○
）か
ら
判
る
。

（
15
）
『
え
す
ぱ
に
あ
・
ぽ
る
つ
が
る
記
』（
岩
波
書
店
・
昭
四
）
に
収
め
る
諸
章（
帰
国
後
の

筆
に
な
る
外
篇
を
除
く
。
な
お
『
全
集
』
第
十
二
巻
に
も
収
め
る
）は
、
現
地
で
そ
の

折
々
に
書
い
た
も
の
と
見
ら
れ
、
特
に
「
マ
ド
リ
イ
市
」
の
中
の
「
プ
ラ
ド
オ
の
美
術

館
」
で
ベ
ラ
ス
ケ
ス
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
な
ど
は
、
本
文
に
引
く
日
記
を
少
し
だ
け

推
敲
し
た
も
の
と
も
言
え
る
。
し
か
し
全
体
と
し
て
紀
行
で
は
あ
る
が
「
日
記
」
性
が

弱
く
、
留
学
日
記
そ
の
も
の
と
し
て
で
は
な
く
参
考
資
料
と
し
て
扱
い
た
い
。

(219)
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（
16
）
因
み
に
杢
太
郎
と
同
時
期
に
留
学
し
て
い
た（
そ
の
上
エ
ジ
プ
ト
・
イ
タ
リ
ア
へ
一
緒

に
旅
行
し
た
）
阿
部
次
郎
は
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
を
高
く
買
っ
て
い
る
。
尤
も
彼
が
多
く
引

合
に
出
し
た
の
は
ル
ー
ベ
ン
ス
で
、
後
者
に
は
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
に
見
る
よ
う
な
誠
実
と

憂
鬱
が
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
注
3
に
挙
げ
た
拙
稿
に
ふ
れ
た
。

（
17
）
例
え
ば
有
名
な
「
テ
エ
ベ
ス
・
百
門
の
都
」
や
注
3
に
ふ
れ
た
「
埃
及
旅
行
の
後

に
」、「
ヱ
ネ
チ
ア
・
長
崎
」
そ
の
他
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
『
其
国
其
俗
記
』（
岩
波
書

店
・
昭
一
四
）
に
収
め
た
も
の
も
あ
り
、
ま
た
そ
う
で
な
い
も
の
も
『
全
集
』
第
十
一
〜

十
四
巻
あ
た
り
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
18
）
こ
の
年
一
月
十
五
日
付
妻
正
子
宛
書
簡
に
「
小
生
は
咳
は
出
な
か
つ
た
が
風
邪（
流
感
）

で
五
日
許
臥
床
し
て
昨
日
離
床
し
た
所
だ
」
と
あ
る
。

（
19
）
杢
太
郎（
む
し
ろ
太
田
正
雄
）が
鴎
外
に
初
め
て
直
接
会
っ
た
の
は
、
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
こ
と
と
思
う
が
、
前
記
「
年
譜
」
明
治
四
十
一
年（
一
九
○
八
）の
条
に

こ
の
年
、
正
雄
は
薬
物
学
の
試
験
日
を
間
違
え
、
追
試
交
渉
を
鴎
外
に
依
頼
、
鴎

外
は
担
当
の
高
橋
順
太
郎
教
授
を
訪
ね
た
が
、
交
渉
は
不
首
尾
に
終
り
、
原
級
に

留
ま
っ
た
。
こ
の
追
試
交
渉
の
依
頼
の
た
め
、
平
野
萬
里
に
伴
わ
れ
て
鴎
外
邸
を

訪
れ
た
の
が
、
最
初
の
観
潮
楼
歌
会
出
席
と
な
っ
た（
十
月
三
日
歌
会
）。

と
あ
る
よ
う
な
こ
と
か
ら
で
あ
っ
た
。

（
20
）
こ
こ
に
引
用
す
る
最
初
の
○
の
条
に
関
し
て
は
、
前
年（
大
正
十
年
、
杢
太
郎
出
発
の

年
）八
月
二
十
八
日
付
与
謝
野
寛
書
簡（『
木
下
杢
太
郎
宛
知
友
書
簡
集
上
巻
』
二
七
一
）

の
中
に若

し
オ
デ
オ
ン（
注
、
オ
デ
オ
ン
座
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）の
廊
な
ど
に
て
御
目
に
触

れ
た
新
し
い
雑
誌（
代
表
的
の
も
の
ハ
日
本
に
も
参
つ
て
ゐ
ま
す
か
ら
）新
し
い
詩

集
な
ど
を
御
送
り
願
ひ
ま
す
。

と
い
う
一
節
が
あ
り
、
同
年
六
月
十
七
日
「
聖
路
易（
注
、
セ
ン
ト
・
ル
イ
ス
）
停
車

場
」
発
信
の
与
謝
野
寛
宛
書
簡（『
全
集
』
第
二
十
三
巻
一
七
二
、「
大
正
十
一
年
十
一
月

『
明
星
』
よ
り
転
載
」
と
あ
る
）に
は

兎
に
角
美
術
の
方
で
は
大
し
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
文
学
雑
誌
で
は D

IA
L 

な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
同
様
。

と
あ
る
。
ま
た
二
番
目
の
○
の
条
は
、
明
治
四
十
年
夏（
杢
太
郎
医
学
部
一
年
を
終
っ
た

休
み
）、「
与
謝
野
寛
が
引
率
す
る
新
詩
社
の
九
州
旅
行
」（
前
記
「
年
譜
」）
に
参
加
し
、

「
こ
の
旅
行
に
よ
っ
て
、
南
蛮
詩
を
書
き
は
じ
め
た
」
こ
と
が
思
い
合
わ
さ
れ
る
。

（
21
）
名
は
ミ
シ
エ
ル M

ichel

一
八
六
七
―
一
九
四
七
。
注 

14
に
挙
げ
た
『
来
日
西
洋
人

名
辞
典
』
か
ら
来
日
以
後
の
部
分
を
引
け
ば（
原
文
横
書
、
算
用
数
字
）、

一
八
九
三
年
一
月
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
フ
ラ
ン
ス
法
の
教
師
と
し
て
来
日
。

法
科
大
学
で
多
く
の
俊
秀
達
の
育
成
に
当
っ
た
が
、
か
た
わ
ら
司
法
省
法
律
顧
問

に
就
任
、
勅
任
取
扱
に
遇
せ
ら
れ
た
。
法
律
学
教
授
の
ほ
か
に
日
本
文
化
の
研
究

に
従
事
、
の
ち
パ
リ
大
学
よ
り
文
学
博
士
号
の
学
位
を
取
得
し
た
。
一
八
九
九
年

任
期
満
了
と
な
り
帰
国
し
た
。
帰
国
に
先
立
ち
、
多
年
の
功
績
に
対
し
日
本
政
府

は
勲
三
等
瑞
宝
賞
を
贈
っ
た
。
帰
国
後
は
パ
リ
大
学
文
科
大
学
で
日
本
文
学
や
東

洋
史
を
講
じ
、
一
九
二
○
年
一
一
月
に
は
同
大
学
正
教
授
に
就
任
し
た
（
注
、
杢

太
郎
ら
が
会
っ
た
の
は
こ
の
直
後
と
な
る
）。
一
九
三
七
年
三
月
パ
リ
大
学
を
退
官

し
、
パ
リ
郊
外（
県
名
省
略
）シ
ョ
ク
ワ
ン
に
お
い
て
悠
々
自
適
の
生
活
を
送
っ
て

い
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
ド
イ
ツ
軍
に
退
去
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
戦
後
再
び

シ
ョ
ク
ワ
ン
の
自
宅
に
帰
っ
た
が
、
一
九
四
七
年
一
月
一
○
日
死
去
。
多
く
の
著

作
が
あ
る
が
、『
日
本
文
芸
抄
』（
一
九
一
○
）は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
わ
が
国
の
文
学

紹
介
に
多
大
の
貢
献
を
果
た
し
た
。

と
あ
る
。
最
後
に
挙
げ
る
書
は
戦
前
に
多
く
の
版
を
重
ね
、
一
九
二
五
年
に
は
ド
イ
ツ

語
に
も
訳
さ
れ
た A

N
T

H
O

L
O

G
IE

 D
E

 L
A

 L
IT

T
É

A
T

U
R

E
 JA

P
O

N
A

ISE
 D

E
S

O
R

IG
IN

E
S A

U
 X

X
e SIÉ

C
L

E
 

の
こ
と
で
、
戦
後
の
キ
ー
ン
教
授
の
『
日
本
文
学
選
集

A
nthology of Japanese L

iterature

』
に
匹
敵
す
る
。

（
22
）

T
heódore D

uret.

一
八
三
八
―
一
九
二
七
。
西
洋
美
術
史
で
は
著
名
な
人
物
だ
が
、

念
の
た
め
に
『
岩
波
西
洋
人
名
辞
典
増
補
版
』（
一
九
八
一
、
原
文
横
書
）を
引
け
ば
、

フ
ラ
ン
ス
の
美
術
評
論
家
。
は
じ
め
政
治
記
者
と
し
て
活
動
し
、（
中
略
）の
ち

（
中
略
）
ア
ジ
ア
を
旅
行
し
て
、
旅
行
記
《V

oyage en A
sie, 1874

》
を
著
し
た
。

そ
の
著
《
印
象
派
の
画
家
達 L

es peintres im
pressionnistes, 1885

》
で
当
時
攻

撃
さ
れ
て
い
た
印
象
派
を
弁
護
し
、
ま
た
日
本
美
術
へ
の
理
解
を
も
示
し
た
。

と
あ
る
。

（
23
）
例
え
ば
﹇
二
﹈（
大
正
十
一
年
）
の
「le 19 Janv.

」（
原
文
横
書
）に

天
野
弘
一
君
と
午 R

est. M
arguery 

に
食
事 100f.

M
. A

m
ano 

と le prof. R
evon 

を 

其 A
partem

ent 

に
訪
ね
る
。

と
あ
っ
て
名
は
知
ら
れ
、『
学
士
会
会
員
氏
名
録
』
に
よ
っ
て
名
の
読
み
は
「
ひ
ろ
か

ず
」、
明
治
三
四
年
東
大
法
学
部
仏
法
科
卒
、
大
正
初
期
か
ら
戦
中
ま
で
東
京
で
弁
護

(218)
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木下杢太郎（太田正雄）の留学日記

士
、
戦
後
は（
疎
開
で
居
つ
い
て
か
）三
鷹
に
隠
棲
し
て
昭
和
三
二
〜
三
三
年
の
間
に
没

と
判
る
。

右
の
引
用
の
す
ぐ
後
、
一
・
26 （
D
）に
「
午
後（
中
略
）ガ
ア
ル
・
ド
・
リ
オ
ン（
注
、

パ
リ
の
始
発
駅
の
一
。
リ
ヨ
ン
か
ら
マ
ル
セ
イ
ユ
、
ニ
ー
ス
方
面
へ
行
く
列
車
は
こ
の

駅
か
ら
出
る
）に
ゆ
き
、
二
時
十
分
初
の
天
野
弘
一
氏
を
送
る
。
松
田
公
使
、
夫
人
と
令

嬢
居
る
」
と
あ
る（
松
田
公
使
一
家
も
見
送
り
に
来
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
天
野
と
同

じ
列
車
に
乗
っ
た
の
か
、
不
明
）か
ら
、
こ
の
時
帰
国
の
途
に
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
24
）
次
に
言
及
し
注
27
に
も
一
部
を
引
く
妻
宛
書
簡（
大
一
○
・
一
一
・
二
七
）の
注
27

引
用
部
分
の
次
に
、

和
田
英
作
さ
ん
と
二
週
間
許
同
じ
ホ
テ
ル
に
居
た
が
、
ま
る
で
お
太
鼓（
注
、
太
鼓

持
、
幇
間
）の
や
う
な
人
だ
つ
た
。
あ
れ
ぢ
や
ろ
く
な
絵
が
か
け
よ
う
筈
が
な
い
。

今
つ
き
合
つ
て
ゐ
る
人
の
う
ち
で
児
島
君
と
い
ふ
の
が
一
番
正
直
な
い
い
人
だ
。

松
井（
注
、
本
文
の
左
に
引
用
す
る
部
分
に
杢
太
郎
自
身
の
説
明
が
な
く
、
不
明
）

な
ど
は
日
本
へ
帰
つ
て
ほ
ら
を
吹
く
だ
ら
う
が
、
何
の
為
め
に
西
洋
へ
来
た
か
分

ら
な
い
や
う
な
も
の
だ
。
然
し
大
へ
ん
な
入
費
で
生
活
し
て
い
る
。
そ
の
為
め
仏

（
マ
　
　
　
　
マ
）

フ
ラ
ン
語
も
ど
う
か
か
う
か
し
や
べ
れ
る
や
う
に
な
つ
て
ゐ
た
。

と
い
う
一
節
が
あ
る
。
好
悪
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
杢
太
郎
の
一
面
が
見
ら
れ
る
よ
う

で
あ
る
。

（
25
）
『
全
集
』
に
は
「
高
松
君
」
と
あ
る
が
、
今
改
め
た
。
そ
の
理
由
の
第
一
は
、
書
簡
の

原
本
は
見
て
い
な
い
が
『
日
記
』
原
本
に
は
明
ら
か
に
「
高
杉
」
と
あ
る
（
そ
の
こ
と

は
こ
の
前
行
そ
の
他
こ
の
付
近
に
見
え
る
「
松
井
」
の
「
松
」
と
比
べ
て
も
明
白
）
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
十
一
・
4 （
二
度
出
る
）で
も
同
様
で
、
こ
の
両
日
の
記
事
は 

D

に
属
す
る
が
、
親
し
く
交
わ
っ
た
人
物
の
名
を
誤
記
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
更
に

「
高
杉
」
の
名
は
、
例
え
ば
﹇
欧
米
日
記
一
﹈（
仏
蘭
西
）に
「（
下
宿
は
）London 
に
行

つ
て
ゐ
る
高
杉
と
い
ふ
人
（
海
軍
軍
医
監
）が
帰
つ
て
来
て
捜
し
て
く
れ
る
筈
」（
十
・

29
）な
ど
と
既
に
見
え
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
こ
れ
は
高
杉
新
一
郎
な
る
人
物
に
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
学
士
会
会
員
氏
名
録
』
の
載
せ
る
「
高
杉
新
一
郎
」
は
明
治

四
○
年
東
大
医
学
部
卒（
杢
太
郎
よ
り
四
年
先
輩
、
な
お
先
輩
に
も
「
君
」
を
つ
け
る
の

は
当
時
普
通
で
あ
っ
た
。
ま
た
鉄
門
倶
楽
部
の
氏
名
録
で
も
こ
の
こ
と
は
裏
付
け
ら
れ

る
）、
大
正
九
〜
一
二
年
に
は
「
海
軍
経
理
学
校
兼
軍
医
学
校
教
官
」
、
住
所
欄
に
「
在

外
」
と
あ
る（
十
四
年
に
は
帰
国
し
て
い
た
よ
う
で
、
ま
た
職
業
欄
に
は
「
海
軍
軍
医
学

校
教
官
」
と
の
み
あ
る
）。
ま
た
、『
東
京
帝
国
大
学
／
医
学
部
卒
業
生
氏
名
録

従
明

治
九
年
／
至
大
正
八
年
』
に
よ
れ
ば
専
攻
科
名
は
「
皮
膚
」
で
、
職
業
欄
に
「
仏
国
駐

在
」  

と
あ
る
。

（
26
）
﹇
四
﹈（
大
一
三
）の
「
弐
月
九
日
」、
注
8
に
引
い
た
部
分
の
少
し
後
に
、「
そ
れ
か

ら
二
人（
注
、
こ
の
前
後
文
脈
が
や
や
掴
み
に
く
い
が
、
勝
沼
と
二
人
で
あ
ろ
う
）で
日

本
人
倶
楽
部
に
行
つ
た
。
／
そ
こ
で（
三
人
の
人
名
省
略
）な
ど
に
会
つ
た
。
青
山
と
球

を
つ
い
た
。
／
つ
い
に
十
一
時
半
に
な
つ
た
。
／
ま
だ
下
に
は
人
々
居
り
、
そ
れ
か
ら
、

Etoile 

の
近
く
の
何
と
か
い
ふ C

afé 

に
て
遂
に
二
時
ま
で
ゐ
、
雨
の
中
を（
中
略
）び
し

よ

と
家
に
帰
つ
た
が
す
こ
し
い
や
で
あ
つ
た
。
／C

afé 

で
は
い
ろ

の
昔
語
を

し
た
。
こ
と
に
若
い
恋
愛
の aventures 

の
こ
と
な
ど
が
話
題
に
な
つ
た
」
と
あ
る
が
、

こ
の
最
後
の
部
分
の
よ
う
な
の
は
例
外
的
で
あ
る
。

（
27
）
こ
れ
ら
に
先
立
っ
て
、
右
に
一
部
を
引
い
た
大
正
十
年
十
一
月
二
十
七
日
付
の
妻
宛

の
長
文
の
書
簡
の
中
に
、

（
マ
　
　
　
　
マ
）

現
在
の
仏
フ
ラ
ン
ス
文
明
に
は
感
心
出
来
な
い
。
然
し
こ
こ
で
は
希
臘
・
羅
馬
正

系
の
伝
統
を
研
究
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
英
吉
利
の
文
明
は
商
人
の
文
明
で
、
ブ

リ
チ
シ
ユ
・
ミ
ユ
ゼ
ヤ
ム
に
行
つ
て
も
、
埃
及
、
印
度
等
か
ら
盗
ん
で
来
た
も

の
ゝ
外
に
は
英
国
産
と
し
て
は
碌
な
も
の
は
な
い
。
英
国
は
医
学
は
だ
め
で
、
唯

東
洋
学
の
研
究
に
は
便
利
で
あ
る
。
英
国
の
文
明
に
比
す
れ
ば
国
は
弱
い
が
、
仏

（
マ
マ
）

蘭
西
も
の
も
の
上
で
あ
る
。

（
マ
マ
）

（
マ
マ
）

独
乙
か
ら
帰
つ
た
人
に
は
よ
く
独
乙
を
こ
な
す
が
、
碌
々
独
乙
語
も
よ
め
ず
、
哲

学
の
概
念
が
な
い
の
だ
か
ら
独
乙
が
分
り
や
う
は
な
い
。
今
独
乙
の
状
態
は
憫
む

（
マ
マ
）

べ
く
な
つ
て
ゐ
る
が
、
勉
強
は
出
来
ぬ
こ
と
は
な
い
。
子
供
を
育
て
る
な
ら
独
乙

か
フ
ラ
ン
ス
語
を
第
一
に
す
る
が
や
は
り
必
要
だ
。
英
語
は
唯
当
用
を
便
ず
れ
ば

そ
れ
で
沢
山
だ
。

と
い
う
一
節
が
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
よ
り
二
箇
月
前
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ド
イ
ツ
に
旅
行
し
て
美
術
館
を
歩
い

た
と
き
に
は
、
第
四
節
に
引
用
し
た
書
簡
と
日
記
に
見
る
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
方
を

高
く
評
価
し
て
い
る
。

（
付
記
）
一
、
今
回
も
各
方
面
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
特
に
神
奈
川
県
立
近
代
文
学
館
の
方
々

く

く
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に
は
、
杢
太
郎
日
記
原
本
の
再
度
の
閲
覧
調
査
で
お
手
数
を
わ
ず
ら
わ
し
、
注
25
の
最

後
に
記
し
た
東
大
医
学
部
卒
業
生
の
古
い
名
簿
は
、
同
大
学
医
学
部
中
央
図
書
館
の
係

の
方
を
わ
ず
ら
わ
し
て
医
学
史
史
料
室
に
あ
る
の
を
見
つ
け
、
一
見
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
杢
太
郎
が
見
学
し
た
美
術
館
や
そ
こ
で
見
た
美
術
品
の
同
定
に
つ
い
て
は
、

注
記
11
・
12
に
も
記
し
た
よ
う
に
猿
渡
紀
代
子
氏
に
資
料
を
見
せ
ら
れ
あ
る
い
は
示
唆

を
受
け
た
点
が
多
い
。
改
め
て
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

二
、
前
稿
の
注
一
に
述
べ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
若
干
補
足
し
て
お
く
。
戦
争
末
期
の
父
の

当
直
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
そ
し
て
な
ぜ
私
が
そ
の
と
き
父
の
研
究
室
に
寝
泊
り
し

た
の
か
と
、
何
人
か
の
人
か
ら
訊
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
ま
り
に
個
人
的
な

こ
と
で
本
文
の
論
旨
に
も
関
係
が
な
い
た
め
省
筆
し
た
の
だ
が
、
あ
の
文
面
だ
け
で
事

態
を
推
測
で
き
る
世
代
も
少
な
く
な
り
、
昭
和
史
の
一
齣
と
し
て
伝
え
る
必
要
も
あ
る

か
と
思
う
に
至
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。

東
大
で
は
空
襲
が
激
し
く
な
っ
た
昭
和
二
十
年
春
以
降
、
各
学
部
か
ら
だ
っ
た
か
東

大（
本
郷
）全
体
か
ら
だ
っ
た
か
、
何
人
か
の
当
直
を
出
し
て
警
戒
に
当
る
こ
と
に
な
り
、

父
の
場
合
は
そ
れ
が
約
十
日
に
一
度
位
の
割
合
で
番
が
回
っ
て
き
た
よ
う
に
記
憶
す
る

（
文
学
部
の
久
松
潜
一
教
授
と
組
ん
だ
こ
と
も
あ
る
と
、
後
に
回
想
を
聞
か
さ
れ
た
）。

そ
し
て
そ
の
頃
私
の
家
で
は
、
母
が
妹
・
弟
を
連
れ
て
、
戦
前
に
父
が
仕
事（
夏
休
み
の

講
義
原
稿
執
筆
）の
た
め
に
建
て
て
お
い
た
信
州
の
小
屋
に
疎
開
中
で
、
私
は
父
と
二
人

で
暮
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
父
の
当
直
の
夜
は
父
の
研
究
室（
ベ
ッ
ド
は

部
屋
に
あ
り
、
私
は
応
接
用
の
ソ
フ
ァ
ー
に
寝
た
）に
泊
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
戦
後
家
内
の
一
家
が
仮
寓
し
た
そ
の
母
の
実
家
と
は
、
信
綱
夫
妻
が
熱
海
に

疎
開
・
隠
棲
し
た
あ
と
の
佐
佐
木
家
で
あ
る
。

（
追
記
1
）
こ
の
「
日
本
美
術
の
展
覧
会
」
は
、『
近
代
日
本
総
合
年
表
』（
今
、
第
三
版
を

用
い
る
）
の
大
正
一
一
年
の
条
に
「
パ
リ
の
国
民
美
術
協
会（
注
、
ソ
シ
エ
テ
・
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
）
の
サ
ロ
ン
で
、
日
本
美
術
展（
〜
六
・
一
五
）」（
原
文
横
書
算

用
数
字
）
と
あ
る
（『
日
本
美
術
史
年
表
』
に
も
提
出
）
と
あ
る
も
の
か
と
も
思
う （
I

C
U
大
学
院
比
較
文
化
研
究
科
後
期
課
程
在
学
中
の
平
山
美
樹
子
さ
ん
の
示
唆
に
よ
る
）

が
、
一
年
以
上
前
の
こ
と
を
「
此
間
」
と
言
う
か
ど
う
か
に
、
不
審
が
残
る
。

（
追
記
2
）
児
島
は
、
杢
太
郎
の
生
前
に
書
い
た
随
想
「
太
田
正
雄
君
と
私
」（『
科
学
ペ
ン
』

改
題
『
科
学
思
潮
』
第
一
号
、
昭
一
七
・
一
、
こ
の
文
章
の
こ
と
も
右
の
平
山
さ
ん
に

教
え
ら
れ
た
）
や
没
後
の
「
太
田
君
の
雑
然
た
る
思
ひ
出
」（『
文
藝
』
第
十
一
号
、
太

田
博
士
追
悼
号
、
昭
二
〇
・
一
二
）
に
、
こ
の
こ
ろ
の
こ
と
も
い
ろ
い
ろ
回
想
し
て
い

る
。．ま
た
『
藝
林
間
歩
』（『
文
藝
』
と
同
じ
く
野
田
宇
太
郎
氏
が
編
集
・
刊
行
し
て
い

た
文
芸
誌
）
第
一
号
に
は
、
石
井
柏
亭
の
「
木
下
杢
太
郎
追
憶
」、
小
宮
豊
隆
の
「
太
田

の
思
ひ
出
」、
阿
部
次
郎
の
「
追
哭
」、
颯
田
琴
次
の
「
太
田
正
雄
君
の
声
」
な
ど
の
追

悼
文
に
交
じ
っ
て
、
杢
太
郎
の
肖
像
を
含
む
児
島
の
い
く
つ
か
の
ス
ケ
ッ
チ
が
、「
太
田

君
と
巴
里
に
ゐ
た
頃
」
と
一
括
し
て
カ
ッ
ト
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
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